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特集　交野郷土史かるた再刊

　

30
年
前
に
古
文
化
同
好
会
が

交
野
郷
土
史
か
る
た
を
作
っ
た
の

は
、
子
ど
も
た
ち
や
交
野
に
引
っ

越
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
交
野
の

郷
土
史
を
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に

学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら

で
し
た
。

　

今
回
も
そ
の
思
い
を
引
き
継

ぎ
、
多
く
の
人
の
手
に
届
く
よ
う

次
世
代
に

　

歴
史
を
伝
え
る

　

郷
土
史
か
る
た

30 年ぶりに
「交野郷土史かるた」が再刊

に
、
会
員
に
箱
の
組
み
立
て
や
か

る
た
の
箱
詰
め
作
業
な
ど
を
手

伝
っ
て
も
ら
い
、
で
き
る
だ
け
安

価
で
販
売
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

か
る
た
で
遊
ん
で
も
ら
っ
て
、

交
野
の
郷
土
史
に
少
し
で
も
興
味

を
も
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。

復刻版の販売にあたって
古文化同好会　会長　中　光司さん

　

交
野
郷
土
史
か
る
た
は
、
昭
和

53
年
に
交
野
古
文
化
同
好
会
に
よ

り
刊
行
さ
れ
、長
い
間
市
民
の
み
な

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
、
ち
ょ
う
ど
30
年
を
迎
え

た
の
を
機
に
、
一
部
読
み
札
と
解

説
文
の
改
訂
を
行
い
、
復
刻
版
と

し
て
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

郷
土
史
か
る
た
の
こ
と
を
初
め

て
知
っ
た
人
も
以
前
に
遊
ん
だ
経

験
が
あ
る
人
も
、
こ
の
機
会
に
購

入
し
て
、
か
る
た
遊
び
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問 

い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

（
℡
８
９
３
・
８
１
１
１
）

箱詰め作業の様子

交
野
郷
土
史
か
る
た（
復
刻
版
）

価　
　

格　

１
０
０
０
円

販 

売
場
所　

文
化
財
事
業
団
、
教

育 

文
化
会
館
、
古
文
化
同
好
会

　

交
野
郷
土
史
か
る
た
の
復
刻
版

発
行
を
記
念
し
て
、
絵
札
の
原
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
絵
札
の
原
画
を
描
い
た
の

は
、
現
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お

住
ま
い
で
絵
本
作
家
と
し
て
も
有

名
な
森
本
順
子
さ
ん
で
す
。

　

原
画
展
で
は
、
か
る
た
の
原
画

を
、
前
期
と
後
期
に
分
け
て
解
説

文
付
き
で
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

▽
前
期
＝
12
月
17
日（
水
）

〜
27
日（
土
）

▽
後
期
＝
21
年
１
月
７
日（
水
）

〜
18
日（
日
）

※
月
・
火
曜
日
・
祝
日
は
休
館
。

と
こ
ろ　

教
育
文
化
会
館

問 

い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

（
℡
８
９
３
・
８
１
１
１
）

「
郷
土
史
か
る
た
」の
原
画
展

かるたの原画
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かるたの史跡・名所を訪ねて
　

私
市
天
田
の
宮
の
あ
た
り
は
土

地
が
広
く
、
水
が
良
く
行
き
わ
た

り
、
稲
作
に
は
申
し
分
の
な
い
良

田
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
３
世
紀
の

終
わ
り
か
ら
４
世
紀
に
か
け
て
、

こ
の
土
地
の
開
発
が
進
み
ま
し

た
。そ
の
後
肩
野
物
部
氏
に
よ
っ

て
周
辺
一
帯
が
掌
握
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
す
。

　

寺
村
か
ら
の
か
い
が
け
の
道
は

長
く
急
な
坂
道
で
、
傍
示
の
里
に

ひ
ら
け
た
水
田
の
間
を
の
ぼ
り
つ

め
、
峠
に
さ
し
か
か
る
と
笑
い
地

蔵
（
通
称　

ス
マ
イ
ル
地
蔵
＝
写

真
右
奥
）が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
は
昔
、
大
和
と
河
内
の
国

境
で
、
人
の
往
来
が
多
い
と
こ
ろ

で
し
た
。

　

私
部
に
徳
川
の
旗
本
畠
山
氏

の
代
官
を
つ
と
め
た
北
田
家
が
あ

り
ま
す
。敷
地
約
４
０
０
０
平
方

㍍
、
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
通
れ
る
高

さ
２
・
６
㍍
の
門
、
白
壁
づ
く
り

の
門
長
屋
が
続
く
堂
々
た
る
構
え

で
す
。
屋
敷
は
、
山
根
街
道
に
接

し
、
こ
の
界
隈
の
道
は
遠と

お
み
し
ゃ
だ
ん

見
遮
断

に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
文
化
同
好
会
っ
て

ど
ん
な
団
体
な
の
？

　

古
文
化
同
好
会
の
主
な
活
動

は
、
月
に
１
回
の
勉
強
会
と
市

内
の
史
跡
な
ど
を
巡
る
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
、
市
民
を
対
象
と
し

た
し
め
な
わ
づ
く
り
（
15
㌻
参

照
）、
わ
ら
ぞ
う
り
づ
く
り
、
市

の
催
し
な
ど
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

先
日
の
文
化
祭
で
は
市
内
の

古
い
写
真
を
解
説
付
き
で
上
映

し
た
の
で
す
が
、
あ
り
が
た
い

こ
と
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て

く
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
の
目
的
は
、

郷
土
史
か
る
た
の
販
売
の
よ
う

に
、
祖
先
が
残
し
た
名
所
や
旧

跡
な
ど
を
若
い
世
代
に
伝
え
る

橋
渡
し
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
文
化
財
を
愛
護
す
る
こ

と
も
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、文

化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。現
在
、
約
１
２
０
人

の
会
員
が
い
ま
す
が
、
多
く
の

人
の
手
で
交
野
の
名
所
や
旧
跡

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
た
れ

た
方
は
ぜ
ひ
会
長
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

交
野
古
文
化

同
好
会
会
長
の
中
さ
ん
（
℡  

８
９ 

１
・
１
４
０
９
）

文化祭の様子

しめなわづくりの様子

古
文
化
同
好
会

平
田　

政
信
さ
ん

天
田
の
宮
神
社

ス
マ
イ
ル
地
蔵

北
田
家
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年末年始の業務案内

救急医療
12月 1月

30日 31日 1日 2日 3日
火 水 木 金 土

市立休日急病診療所 ℡891・8124
内科・小児科 休み 10：00～14：00（受付時間9：45～13：45）
歯科 10：00～12：00（受付時間9：45～11：45）

年末年始
急病診療所

交野病院 ℡891・0331 内科・小児科・外科 休み 10：00～12：00、13：00～15：00

星田南病院 ℡891・3500 内科・小児科 休み 休み 休み
北河内夜間救急センター
（寝屋川市豊野町 15ー 10） ℡821・3003 小児科（15歳未満） 21:00～0：30（受付時間20：30～0：30）

※受診するときは、必ず保険証を持参してください。

一般業務
【年　末】12月 26 日（金）まで、通常どおり
【年　始】1月 5日（月）から、通常どおり

し尿の収集（乙辺浄化センター　℡ 892・2472）
【年　末】12月 30 日（火）午前中まで、通常どおり
【年　始】1月 5日（月）から、通常どおり
※ 定期収集の日程が、変更される地区があります。水洗化などによる臨時収集は、2週間前まで
に申し込んでください。

（市役所　℡ 892・0121）
（星田出張所　℡ 891・2031）
（ゆうゆうセンター　℡ 893・6400）
（青年の家　℡ 892・7721）
（水道局　℡ 891・0016）

ゆうゆうバス（社会福祉課　℡ 893・6400）
【年末年始】12月 28 日（日）～ 1月 4日（日）は運休

※休み中も婚姻・出生・死亡などの届け出は、市役所本館地下の警備員室で受け付けています。
※道路での漏水など突発事故が発生した場合は、水道局へご連絡ください。
※ 屋内での突発的な故障などは、最寄りの給水工事指定店へご連絡ください。

広報かたの 1月1日号は、1月5日（月）・6日（火）・7日（水）で配布
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各施設（開館・貸し出しなど）
12 月 1月

27 日 28 日 29 日 30 日 31 日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

貸
し
出
し
施
設

いきいきランド
ゆうゆうセンター
青年の家
武道館
屋外体育施設（グラウンド・コート）
星田西体育施設
第 1児童センター
星の里いわふね
星田コミュニティーセンター

図
書
館
な
ど

倉治図書館
青年の家図書室
星田コミュニティーセンター図書室
第 1児童センター幾野図書室
歴史民俗資料展示室

※図書館（室）では、火曜日は午後１時からの開館（室）になります。

ごみ収集（環境事業所　℡   892・2471）

休み

警　察
12 月 1月

26 日 27 日 28 日 29 日 30 日 31 日 1日 2日 3日 4日 5日
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

枚方警察署・星のまち交番
（運転免許の更新・車庫証明など） 休み

粗大ごみ・資源ごみ＝第1～ 4水曜日（地区別）
【年　末】12月 24 日（水）まで、通常どおり
【年　始】 1 月 7日（水）から、通常どおり

粗大ごみの予約＝月～金、午前 9時～午後 4時

※粗大ごみの予約は、祝日も受け付けています。

粗大ごみ予約　℡   891・5
ごみなし

374
受付センター　月～金、午前9時～午後4時

臨時・引っ越しごみ
【年　末】12月 25 日（木）まで、通常どおり
【年　始】1月 8日（木）から、通常どおり
※  1 月 8日（木）の収集は、7日（水）午後 3時
30分までに申し込んでください。

普通ごみ（生ごみ）＝【月・木】【火・金】
【年　末】月・木収集地域は12月29日（月）まで
　          火・金収集地域は12月30日（火）まで
【年　始】月・木収集地域は 1月 5日（月）から
　　　    火・金収集地域は 1月 6日（火）から

　年末年始は、普通ごみの量が大幅に増加す
るため、通常の収集時間と大幅に異なる場合
がありますのでご了承ください。

廃プラの収集
【年　末】 12 月 22 日（月）の週の各地区収集

日まで通常どおり
【年　始】1月 5日（月）の週から通常どおり

持込ごみ＝月～金、午前 9時～午後 3時 30 分
【年　末】 12 月 30 日（火）まで、通常どおり
【年　始】1月 5日（月）から、通常どおり
※持込ごみは、祝日も受け付けています。

　　大掃除などで粗大ごみの処理を考えてい
　る人は、日程を計画的に利用してください。

【1月分の粗大ごみの予約受け付け期間】
第 1水曜収集地域 12 月 1日（月）～ 12 月 24 日（水）

第 2水曜収集地域 12 月 8日（月）～ 12 月 26 日（金）1月 5日（月）～ 1月 7日（水）

第 3水曜収集地域 12 月 15 日（月）～ 12 月 26 日（金）1月 5日（月）～ 1月 14 日（水）

第 4水曜収集地域 12 月 22 日（月）～ 12 月 26 日（金）1月 5日（月）～ 1月 21 日（水）
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市政のうごき

① 「
教
科
に
関
す
る
調
査
」と「
家

庭
生
活
」の
関
連

　
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
」

児
童
・
生
徒
は
、国
語
・
算
数（
数

学
）
の
正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、「
学
校
に
持
っ
て
い

く
も
の
を
、
前
日
か
、
そ
の
日
の
う

ち
に
確
か
め
て
い
る
」「
家
の
人
と

学
校
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
を

し
て
い
る
」「
毎
日
、同
じ
時
刻
に
起

床
・
就
寝
し
て
い
る
」「
家
で
食
事

を
す
る
と
き
は
、テ
レ
ビ
を
見
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
」児
童
・
生
徒
も

同
様
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

② 「
教
科
に
関
す
る
調
査
」と「
規

範
意
識
、自
尊
感
情
」の
関
連

　
「
学
校
の
き
ま
り
を
守
っ
て
い

る
」
児
童
・
生
徒
は
、
国
語
・
算

数
（
数
学
）
の
正
答
率
が
高
い
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

他
に
も
、「
物
事
を
最
後
ま
で
や

り
と
げ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
」「
自
分
に
は
、
良
い
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」「
人

の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
」
児
童
・
生
徒
も
同

様
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

③ 「
教
科
に
関
す
る
調
査
」と「
家

庭
学
習
」の
関
連

　
「
家
で
自
分
で
計
画
を
た
て
て

勉
強
を
し
て
い
る
」
児
童
・
生
徒

は
、
国
語
・
算
数（
数
学
）の
正
答

率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、「
テ
ス
ト
で
間
違
え
た

問
題
に
つ
い
て
、
間
違
え
た
と
こ

ろ
を
後
で
勉
強
し
て
い
る
」「
家

で
学
校
の
宿
題
を
し
て
い
る
」「
１

日
当
た
り
の
読
書
時
間
が
30
分
か

ら
１
時
間
程
度
」
の
児
童
・
生
徒

も
同
様
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

④ 「
教
科
に
関
す
る
調
査
」と「
学

習
に
対
す
る
関
心
・
意
欲
・
態

度
（
国
語
・
算
数
・
数
学
）」
の

関
連

　
「
国
語
の
授
業
で
文
章
を
読
む

と
き
、
段
落
や
話
の
ま
と
ま
り
ご

と
に
内
容
を
理
解
し
な
が
ら
読
ん

で
い
る
」
児
童
・
生
徒
は
、
国
語

の
正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、「
国
語
の
勉
強
は
大

切
だ
と
思
っ
て
い
る
」「
国
語
の
授

業
で
自
分
の
考
え
を
書
く
と
き
、

考
え
の
理
由
が
分
か
る
よ
う
に
気

を
つ
け
て
書
い
て
い
る
」「
国
語
の

勉
強
や
読
書
が
好
き
で
、
新
し
く

習
っ
た
漢
字
を
実
際
の
生
活
で
使

お
う
と
し
て
い
る
」
児
童
・
生
徒

も
同
様
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

広
報
か
た
の
11
月
1
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
「
教
科
に
関
す
る

調
査
」と「
生
活
習
慣
や
学
習
環
境

に
関
す
る
質
問
紙
調
査
」
の
関
連

に
つ
い
て
、
本
市
と
し
て
の
傾
向

や
今
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
、

そ
し
て
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

平
成
20
年
度
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
実
施
概
要

調
査
実
施
日　

４
月
22
日（
火
）

対 　

象　

市
立
小
学
校
10
校
の
第

６
学
年
８
９
７
人
、
市
立
中
学

校
４
校
の
第
３
学
年
７
１
６
人

平成20年度全国学力・
学習状況調査の結果分析

問い合わせ　指導課（℡  810・0522）

朝食を毎日食べていますか（小学校）

学校の規則を守っていますか（中学校）

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（小学校）

食べている

どちらかと
いえば食べ
ている

あまり食べ
ていない

全く食べて
いない

当てはまる

どちらかと
いえば当て
はまる

どちらかと
いえば当て
はまらない

当てはまら
ない

している

どちらか
といえば
している

あまりし
ていない

全くして
いない

グラフの見方・読み方
（例）朝食を毎日食べていますか（小学校）

国語A 食べている＝平均正答率 65.5％
全く食べていない＝平均正答率 44.4％

国語B 食べている＝平均正答率 49.1％
全く食べていない＝平均正答率 24.0％

算数A 食べている＝平均正答率 74.4％
全く食べていない＝平均正答率 58.9％

算数B 食べている＝平均正答率 53.1％
全く食べていない＝平均正答率 37.0％

上記から、朝食を毎日食べている児童は国語・算
数の正答率が高い傾向にあることが読み取れる。
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教科・区分別平均正答率
■国　語
【小学校】A区分：64.0%・B区分：47.5%
【中学校】A区分：73.3%・B区分：59.7%
■算数（小学校）・数学（中学校）
【小学校】A区分：72.9%・B区分：51.8%
【中学校】A区分：64.1%・B区分：48.3%
※ A区分は「知識」、B区分は「活用」の調査。

　
「
算
数
・
数
学
の
問
題
の
解
き

方
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
あ
き

ら
め
ず
に
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を

考
え
る
」児
童
・
生
徒
は
、算
数
・

数
学
の
正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、「
算
数
・
数
学
の
勉

強
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
」「
算

数
・
数
学
の
授
業
で
公
式
や
き
ま

り
を
習
う
と
き
、
そ
の
根
拠
を
理

解
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
」「
算

数
・
数
学
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
、
問
題
の
解
き
方
や

考
え
方
が
わ
か
る
よ
う
に
ノ
ー
ト

に
書
い
て
い
る
」
児
童
・
生
徒
も

同
様
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の
調

査
結
果
の
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ

た
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
取
り
組
み
は
今
後
も
引
き

継
ぎ
、
更
に
充
実
・
発
展
さ
せ
る

と
と
も
に
課
題
に
つ
い
て
は
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
「
わ
か
る
授
業
」
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
教
職
員
研
修

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
各
学

校
に
お
け
る
課
題
分
析
結
果
に
基

づ
い
た
今
後
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

学
力
と
生
活
習
慣
や
学
習
環

境
に
は
、
相
関
関
係
が
あ
る
こ

と
が
、
今
回
の
分
析
か
ら
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
の
学
力
向
上
を
図
る
た
め

に
は
、
規
則
正
し
い
生
活
や
朝

食
の
摂
取
な
ど
、
学
力
の
定
着

の
た
め
の
基
盤
と
な
る
望
ま
し

い
生
活
習
慣
の
確
立
や
、
家
庭

で
の
学
習
習
慣
の
定
着
な
ど
、

家
庭
に
お
い
て
も
子
ど
も
た
ち

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
正
答
率
に
は
関
係
な

く
、「
家
で
学
校
の
授
業
の
復
習

を
し
て
い
る
」
な
ど
意
欲
の
あ
る

児
童
・
生
徒
や
、「
体
の
不
自
由

な
人
や
お
年
寄
り
や
困
っ
て
い

る
人
の
手
助
け
を
し
た
こ
と
が

あ
る
」
児
童
・
生
徒
も
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
と
の
連
携
・
協
力
体

制
を
構
築
し
な
が
ら
、
学
力
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
べ

く
、
今
後
の
教
育
施
策
に
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

■ 各学校における学力向上のための取り組みの支援

▽  習熟度別指導等少人数指導、外部人材を活用した学習
指導・生徒指導支援体制の充実

▽ 家庭学習の習慣を身につけることを目的に「おおさか・
まなび舎」事業（放課後学習）を全ての小中学校で実施
（平成 21年度～）
■家庭・地域との協働

▽  大阪府教育委員会の学習指導ツール（自学自習用プリ
ントなど）の活用促進

▽  地域のボランティアによる学校支援の充実（学校支援
地域本部との連携）
■ 「わかる授業」づくりのための研修体制の充実

▽  少人数指導をはじめとした指導方法の一層の改善・充
実に向けた研修の拡充

▽ 小・中学校の全教職員を対象にした学力向上に向けた
講演会などの実施

▽大阪府教育センターとの連携の強化

■
教
育
講
演
会

と　

き　

12
月
19
日（
金
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

子
ど
も
を
伸
ば
す
た
め

の
学
校
の
役
割
、保
護
者
の
役
割

講 　

師　

大
阪
府
教
育
委
員　

陰

山
英
男
さ
ん

対 　

象　

市
立
小
・
中
学
校
に
児

童
・
生
徒
を
通
わ
せ
て
い
る
保

護
者
、市
立
小
・
中
学
校
教
職
員

※ 

詳
し
く
は
、各
学
校
で
配
布
し
た

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

数学の問題の解き方が分からないときは、
あきらめずにいろいろな方法を考えますか（中学校）

国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまり
ごとに内容を理解しながら読んでいますか（小学校）

当てはまる

どちらかと
いえば当て
はまる

どちらかと
いえば当て
はまらない

当てはまら
ない

当てはまる

どちらかと
いえば当て
はまる

どちらかと
いえば当て
はまらない

当てはまら
ない
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みんなで育てる
「みち」と「かわ」

～大阪府アドプト・ロード＆リバープログラム～

問い合わせ　府枚方土木事務所（℡  844・1331）
　　　環境保全課（℡  892・0121）

　
「
ア
ド
プ
ト
」と
は
、英
語
で「
養

子
に
す
る
」と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
大
阪
府
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド

＆
リ
バ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
地

元
の
自
治
会
や
市
民
グ
ル
ー
プ
、

企
業
の
み
な
さ
ん
に
、
継
続
的
な

清
掃
や
緑
化
活
動
を
通
じ
て
、
府

が
管
理
す
る
道
路
や
河
川
の
一
定

区
間
を
我
が
子
の
よ
う
に
守
り
、

育
て
て
も
ら
う
も
の
で
、
市
内
で

も
９
か
所
で
活
動
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

① 

活
動
区
間
を
設
定
し
、
原
則
と

し
て
ロ
ー
ド
は
月
１
回
以
上
、

リ
バ
ー
は
年
３
回
以
上
、
美
化

活
動
を
行
う

② 

活
動
を
行
う
際
は
、
通
行
の
障

害
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る

と
と
も
に
、
作
業
中
の
安
全
に

は
十
分
な
配
慮
を
す
る

■
参
加
方
法
と
仕
組
み

① 

参
加
団
体
は
府
枚
方
土
木
事
務

所
に
申
し
込
み
書
を
提
出
し
、

内
容
に
つ
い
て
協
議
す
る

② 

協
議
が
ま
と
ま
れ
ば
、
活
動
内

容
を
定
め
た
協
定
を
参
加
団
体

と
府
と
市
で
結
ぶ

③ 

土
木
事
務
所
長
が
参
加
団
体
に

対
し
、
ア
ド
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
参
加
団
体
と
し
て
、
認
定
証

を
交
付
し
ま
す

④ 

府
が
参
加
団
体
に
清
掃
用
具
を

貸
し
出
し
ま
す
。
ま
た
、
活
動

区
間
に
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
設
置

し
ま
す

アドプト・ロード・天野が原

　天野が原町の住民を中心に構成されている「天
野川くさかりの集い」（下田博代表）が認定団体と
なり、国道 168 号の天野が原町内約 500 ㍍の歩
道の美化活動を行っています。
　同会では、3年ほど前から天野川遊歩道の清掃
や緑化活動などに取り組んでいましたが、すぐそ
ばの国道 168 号が舗装修繕できれいになったこ
とを受けて、歩道の美化にも協力しようとアドプ
トの取り組みに至りました。

市内で活動中のアドプト・プログラム
道路・河川名 プログラム名称 認定団体名 協定締結日

府道交野久御山線 アドプト・ロード・くらじ 交野市女性団体連絡協議会 16年 2月12日
府道交野久御山線・府道
枚方富田林泉佐野線 アドプト・ロード・星田北 ネッツトヨタ新大阪㈱交野店 16年 9月30日

府道交野久御山線 アドプト・ロード・森北1丁目 大阪トヨタ自動車㈱交野店 17年 1月28日
天野川 アドプト・リバー・天の川を美しくする会 天の川を美しくする会 18年 9月 5日
府道枚方交野寝屋川線 アドプト・ロード・郡津 カリスチャペル 19年 4月26日
府道枚方大和郡山線 アドプト・ロード・幾野 トヨタカローラ大阪㈱交野店 20年 3月14日
府道交野久御山線 アドプト・ロード・星田北1丁目 大阪トヨペット㈱交野店 20年 3月27日
国道168号 アドプト・ロード・天野が原 天野川くさかりの集い 20年 3月27日
傍示川 アドプト・リバー・傍示川を美しくする会 傍示川を美しくする会 20年10月28日

アドプト・リバー・傍示川を美しくする会

　星田山手地区の住民を中心に構成されている
「傍示川を美しくする会」（渡邉省三会長）が認定
団体となり、傍示川橋から上流へ約 650㍍の区間
で、傍示川の美化活動を行っています。
　星田山手地区では、仕事を引退したみなさんが
「私たちは、いまが旬だ」と考え、アドプト活動以
外にも地域の盆踊りや公園づくり、クリスマス時
期のライトアップなど、さまざまな地域活動に、
積極的に取り組んでいます。

サインボードの除幕式（左）と活動舞台の傍示川

活動舞台の国道 168 号（左）とサインボードの除幕式

活動場所に設置さ
れるサインボード
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市
は
、
12
月
15
日
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
税
の
電

子
申
告
サ
ー
ビ
ス
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）」
を
開
始
し
ま

す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
と
地
方

税
の
申
告
手
続
な
ど
が
、
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
行
え

ま
す
の
で
、
市
税
の
申
告
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

▽ 

地
方
税
の
申
告
や
届
出
が
、
自

宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
で
き
る

▽ 

複
数
の
地
方
公
共
団
体
（
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
開
始
団
体
）

へ
の
申
告
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て

送
信
可
能 インターネット申告

e
エ ル タ ッ ク ス

LTAXがスタート

問い合わせ　税務室市民税係
（℡  892・0121）

▽ 

無
料
の
専
用
ソ
フ
ト
で
、
申
告

書
を
簡
単
に
作
成
で
き
る

▽ 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
対
応
の
市
販
の
税

務
・
会
計
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た

デ
ー
タ
で
も
申
告
可
能

▽ 

税
理
士
や
税
理
士
法
人
な
ど

は
、
関
与
先
納
税
者
の
代
理
申

告
が
可
能

■ 

利
用
で
き
る
手
続
き
（
左
表
参

照
）

国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています第二京阪道路の状況（10月の動き）

▽  各地区と協議会を実施（9日：私部区柴野第
三住宅自治会、23日：倉治区山手町自治会）

▽  植栽と共同溝の説明を実施（22日：星田区役員・
財産区議員・水利組合役員）

▽  各地区役員と現地視察（2日：天野が原町区、
18日：私部区谷畑中隣組連絡会、22日：私
部区柴野第三住宅自治会）

▽各地区役員との話し合いを実施

▽  第 1回いきいきランド交野周辺高架下空間の
計画づくりワークショップを実施（25日）
　最新の状況は、ホームページ（http://www. 
city.katano.osaka.jp/）に掲載しています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡   892・
0121）

裏面吸音板が先行設置

　現在、倉治地区の一部
で裏面吸音板が先行して
設置されています。
　これは、高架橋のけた
下から発生する音や高架
下の道路からの反射音を
抑制する役割を担います。

eLTAXで利用できる手続
税　目 電子申告 電子申請・届出

法人市民税 中間申告、確定申告、修正申告など 法人設立・設置届、異動届
固定資産税
（償却資産）

全資産申告、増加資産申告、減少資産申告、修
正申告など －

個人
市・府民税

▽ 給与支払報告、給与支払報告特別徴収に係
る給与所得者異動届出

▽普通徴収から特別徴収への切替申請

▽ 退職所得に係る納入申告および特別徴収票
または特別徴収税額納入内訳届出

特別徴収義務者の所在
地・名称変更届出

裏面吸音板

裏面吸音板断面図

裏面吸音板

■
利
用
手
順（
左
図
参
照
）

　

 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
に

は
、
最
初
に
地
方
税
電
子
化
協

議
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

■
利
用
時
間

　

 

月
曜
〜
金
曜
日
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
８
時
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

※ 

サ
ー
ビ
ス
開
始
は
、
12
月
15
日

（
月
）か
ら
。

① パソコンを
用意する

② 電子証明書
（※）を取得

③利用届出 ④ 申告専用ソフト
「PCdesk」を取得

① 専用ソフト「PCdesk」で
申告データを作成 ②申告データを送信 ③受付結果を確認

■事前手続

■電子申告の流れ

▼ ▼ ▼

▼ ▼

eLTAXのホームページ

※ 電子証明書は、特定の機関や認証局が発行する電子的な身分証明書です。どのよ
うな証明書が利用できるかは、eLTAXのホームページでご確認ください。その
ほか、ICカードリーダライタの準備が必要です。
※ 大阪府では、eLTAXによる法人府民税・法人事業税の申告受け付けを開始して
います。詳しくはeLTAXか府税ホームページ（http://www.pref.osaka.jp/zei/）。

㈳地方税電子化協議会

▽ eLTAXホームページ　http://www.eltax.jp/

▽  eLTAX電話問い合わせ窓口　℡  0570・081459（土曜・
日曜日、祝日、年末年始を除く午前8時30分～午後8時）

eLTAXと、e-Tax（国
税電子申告・納税シ
ステム）は異なります
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損益計算書（19年4月1日～20年3月31日、消費税抜き、単位：円）
借　方 貸　方

科　目 金　額 科　目 金　額
水道事業費用 1,326,680,695 水道事業収益 1,464,389,734
　営業費用 1,218,052,034 　営業収益 1,409,756,159
　　原水及び浄水費 503,142,677 　　給水収益 1,362,855,451
　　配水及び給水費 212,586,144 　　その他営業収益 46,900,708
　　総係費 280,246,123 　営業外収益 54,633,575
　　減価償却費 220,791,521 　　受取利息 3,617,681
　　資産減耗費 1,285,569 　　分担金 50,184,000
　営業外費用 105,877,972 　　雑収益 831,894
　　支払い利息及び
　　企業債取扱諸費 101,696,450

　　繰延勘定償却 2,600,000
　　雑支出 1,581,522
　特別損失 2,750,689
　　過年度損益修正損 2,750,689
当年度純利益 137,709,039

計 1,464,389,734 計 1,464,389,734
貸借対照表（20年3月31日、消費税抜き、単位：円）
借　方 貸　方

科　目 金　額 科　目 金　額
（資産の部） （負債の部）
固定資産 8,054,146,097 固定負債 646,318,550
　有形固定資産 8,033,827,697 　引当金 646,318,550
　無形固定資産 318,400 流動負債 205,820,569
　投資 20,000,000 　未払金 97,950,372
流動資産 2,755,924,592 　前受金 18,291,252
　現金預金 2,586,075,229 　その他流動負債 89,578,945
　未収金 160,141,182（資本の部）
　貯蔵品 9,708,181 資本金 5,226,870,843

　自己資本金 307,349,667
　借入資本金 4,919,521,176
剰余金 4,731,060,727
　資本剰余金 3,335,747,077
　利益剰余金 1,395,313,650

計 10,810,070,689 計 10,810,070,689

1立方㍍当たりの費用構成比
科　目 構成比 1㎥あたり費用

職員給与費 28.36% 45円35銭
支払利息 7.68% 12円28銭
減価償却費 16.68% 26円67銭
動力費 5.70% 9円12銭
修繕費 4.97% 7円94銭
材料費 0.07% 11銭
薬品費 1.00% 1円60銭
受水費 24.15% 38円61銭
その他 11.39% 18円22銭

計 100.0% 159円90銭

19 年度
水道事業の決算

問い合わせ　水道局
（℡  891・0016）
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税を考える週間の優秀作品発表
　11月 11日～ 17日の税を考える週間に募集し
た、小学生の「税に関する習字」と中学生の「税に
ついての作文」の優秀作品が決まりました。
受賞者（敬称略）
■税に関する習字（小学生）
　 金賞＝畦地七菜さん（交野小 2年）、窪田早希さ
ん（交野小 3年）、嶋本佳純さん（交野小 6年）、
塩坂真季さん（岩船小 6年）
■税についての作文（中学生）
　 全国納税貯蓄組合連合会優秀賞＝小中咲季さん
（三中3年）、近畿納税貯蓄組合総連合会長賞＝
山本秋果さん（関西創価中3年）、交野市長賞＝
玉木雛琳さん（関西創価中3年）、枚方納税貯蓄
組合連合会長賞＝大西由佳さん（一中1年）

問い合わせ　枚方税務署（℡   844・9521）
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⑴任免の状況
①職員採用の状況（20年4月1日）

区　分 採用人数
事務職 6人
技術職 5人
消防職 6人
指導主事 3人
合　計 20人

⑵部門別職員数の状況

部門 区分
職員数 対前年

増減数19年 20年

一般行政

議会 7 6 -1
総務 84 81 -3
税務 26 25 -1
民生 96 95 -1
衛生 79 78 -1
労働 0 0 0

農林水産 5 5 0
商工 4 4 0
土木 28 29 1
小計 329 323 -6

特別行政
教育 102 93 -9
消防 69 69 0
小計 171 162 -9

公営企業等

水道 30 31 1
下水道 8 8 0
その他 26 29 3
小計 64 68 4

合計［条例の定数］ 564［728］553［728］ -11
教育長除く計 563 552 -11

※ 定員管理調査による一般職に属する職員数であり、臨時ま
たは非常勤職員を除きます。

　

市
の
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w
w
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osaka.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1．職員の任免および職員数の状況

②退職の状況（19年度）
区　分 定年 勧奨 死亡 自己都合
事務職 6人 8人 － 1人
技術職 1人 4人 － 2人
消防職 － 4人 － 3人
技能労務職 2人 2人 － －
指導主事 － － － 3人
合　計 9人 18人 0人 9人

人事行政の運営
などの状況（概要版）

問い合わせ　人事課
（℡  892・0121）

ご利用ください
「わいわいネット」
～市民活動ルームの愛称決定～

問い合わせ　市長公室市民活動推進担当
（℡  892・0121）
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⑷職員手当の状況
①期末・勤勉手当の状況（19年度）

区　分
支給割合 職制上の段階や職務の

級などによる加算措置期末手当 勤勉手当

6月期
1.40月分 0.725月分 理事・部長級：20％

次長・課長級：15％
課長代理級：10％
係長級：5％

（0.75 月分） （0.35 月分）

12月期
1.60月分 0.775月分

（0.85 月分） （0.40 月分）
※（　）内は、再任用職員に係るものです。
※国と同様の支給割合です。

②退職手当の状況（19年度）

区　分
支給割合

自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.00月分 27.30月分
同25年 33.75月分 42.12月分
同35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
加算措置 定年前勧奨退職者2％～20％

19年度平均支給額 140万円 2,742万円
※ 平均支給額は、19年度に退職した全職種に係る職員に支給さ
れた平均額です。

③その他の職員手当（20年4月1日現在）
区　分 支給内容

扶養手当
配偶者＝13,000円、配偶者以外1人に
つき＝6,500円、配偶者のいない場合
の1人目の子など＝11,000円、16歳
～22歳の扶養親族（子）は5,000円加算

住居手当
（※）

借家（最高支給限度額）＝27,000円、持
ち家で世帯主＝10,000円、その他＝
8,000円、自ら居住する住宅購入などの
ため借入金を償還している場合に購入
から5年間は2,500円加算

通勤手当

交通機関利用者＝6か月定期代で一括
支給（1か月あたり55,000円上限）、交
通用具等利用者＝距離により2,000円
～24,500円、自動車通勤者は1,000円
加算
（2㌔未満を除く）

管理職
手当

理事＝63,000円、部長＝53,000円、参
事＝51,000円、次長＝47,000円、課長
＝44,000円、主幹＝42,000円、課長代
理＝38,000円

地域手当 「給料＋扶養手当＋管理職手当」の5％

特殊勤務
手当

市（13種類）、水道局（7種類）
「主な手当の内容」ごみ収集作業手当＝
500円/日、し尿等処理作業手当＝350
円/日、消防職員業務手当＝水火災200
円/件・救急100円/件、有害物取扱作
業手当＝150円/日、夜間勤務従事手当
＝450円/回

時間外
勤務手当

正規の勤務時間以外に勤務を命じ
られた場合、1時間当たり給与額に
125/100～160/100を乗じた額

休日勤務
手当

休日に勤務を命じられた場合、1時間
当たり給与額に135/100～160/100
を乗じた額

夜間勤務
手当

正規の勤務時間として、午後10時～午
前5時に勤務をした場合、1時間当た
り給与額に25/100を乗じた額

※ 21年1月1日からは、次の区分で額が変更されます。
　 持ち家で世帯主＝7,000円、その他＝4,000円

⑸特別職の報酬などの状況（20年4月1日現在）

区　分
19年度支給割合

給料・報酬月額 期末手当
市長 792,000円 4.45月分
副市長 726,250円 4.45月分
議長 655,500円 4.45月分
副議長 603,250円 4.45月分
議員 570,000円 4.45月分
区　分 退職手当 支給時期

市長 給料月額×50/100
×在職月数

任期ごと
副市長 給料月額×30/100

×在職月数
※ 15年7月1日の給料から、市長20％、副市長17％を、同じく報
酬から、議長・副議長・議員それぞれ5％減額した後の額です。

⑴人件費の状況（普通〈一般〉会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（20年 3月 31 日現在） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B/A）
18年度の
人件費率

19年度 78,539人 218億4,064万円 5,305万円 52億9,602万円 24.2％ 25.8％
※人件費には、市長・副市長・議員および各種行政委員らの非常勤特別職の給料、報酬を含みます。

⑵職員給与費の状況（普通〈一般〉会計予算）

区　分 職員数
（A）

給与費 1人当たり
給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

20年度 507人 19億6,585万円 4億4,177万円 8億4,800万円 32億5,562万円 642万円
※職員数および給与費は、20年度の当初予算額です。
※職員手当には、退職手当は含みません。

2．給与の状況

⑶ 職員（一般行政職）の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（20年4月1日現在）
区　分 初任給 経験年数10年 同15年 同20年
大学卒 185,800円 262,400円 303,000円 340,800円
高校卒 155,700円 231,300円 270,100円 311,300円
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6.研修および勤務成績の評定

⑴研修の状況（19年度）
①人事課主催研修
新入職員
研修 OA研修 人権研修 交通安全

研修
普通救命
講習

その他
特別研修

15人 92人 39人 30人 17人 824人

②派遣研修

大阪府 マッセ大阪 全国市町村
国際文化研究所

河北研修
協議会

その他
派遣研修

0人 67人 12人 22人 95人

③各機関などにおける研修
教育委員会 消防本部 市議会 農業委員会 選挙管理委員会 監査委員 水道局 保育士
87人 23人 4人 5人 16人 17人 31人 81人

⑵自己啓発に関する経費助成（19年度）
　① 通信教育講座・連続講座修了＝ 3件（語学、手話）
　② 資格取得＝ 11 件（1級建築士、ホームヘルパー

2級、調理師、大型自動車免許、危険物取扱者、簿
記 2級ほか）

⑶勤務成績の評定の状況（19年度）
　職員の資質向上を目的に、所属長が職員への指導な
どを行う中で、職員に対する評価を行い、人事配置や
職員の処遇に反映しています。

7.福祉および利益の保護の状況

⑴健康診断の状況（19年度）
　 定期健康診断、VDT作業健診、有機溶剤従事者健診、深夜業
務従事者健診、頸肩腕痛・腰痛検査など
⑵福利厚生の状況（19年度）
　地方公務員法で義務付けられている職員の福利厚生について
は、市職員厚生会と府市町村職員互助会（府内42市町村などで構成）で行っています。
　市職員厚生会では、17年度から事業主負担金を職員の会費と同額にするとともに、事業内容についても引き続き廃止
を含めた見直しを行いました。また、府市町村職員互助会では、引き続き事業主負担金を引き下げたほか、事業内容につい
ても廃止を含めた見直しを行いました。
① 市職員厚生会の事業（健康管理・増進事業、宿泊利用補助事業、レクリエーション事業など）
② 府市町村職員互助会の事業（福利厚生事業、貸付事業、給付事業など）

⑶公務災害補償の状況（19年度）
公務災害申請件数 通勤災害申請件数

15件 1件

8.公平委員会の報告事項

⑴勤務条件に関する措置要求の状況（19年度）＝該当なし
※ 職員は、地方公務員法により、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、市の当局により適当な措
置がとられるべきことを要求することができます。
⑵不利益処分に関する不服申立ての状況（19年度）＝該当なし
※ 職員は、地方公務員法により、懲戒その他意に反する不利益な処分に関して、公平委員会に不服の申し立てをすること
ができます。

4.分限および懲戒処分の状況（19年度）

分限処分 懲戒処分
病気休職18件 －

5.服務の状況（19年度）

職務専念義務の免除 営利企業等の従事許可
267件 2件

※ 職務専念義務が免除されるのは、研修や福利厚生事業に参加する
場合などです。
※ 営利企業等の従事許可とは、営利企業その他の団体の役員などの地
位を兼ねる場合などに、任命権者の許可が必要となるものです。

3．勤務時間その他の勤務条件の状況

⑴勤務時間の状況（20年4月1日現在）
1週間の勤務時間 1日の勤務時間 始業 終業
38時間45分 7時間45分 午前9時 午後5時30分

※休息は正午～午後0時15分、休憩は午後0時15分～1時
※施設など特別な勤務形態をとる職場については、始業・終業時刻が異なる場合があります。

⑵年次有給休暇の状況（19年度）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 取得率
21,382日 6,381日 559人 11.4日 29.8％

※年度途中の退職者や派遣職員などを除きます。
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　市長公室、企画財政室、
　総務課、人事課、税務室、
　市民総合窓口担当、市民課、
　国民健康保険課、こども室、
　商工観光課、会計室、
　議会事務局、土地開発公社
　行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　市長公室、環境保全課、
　都市計画課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　お客様サービス課、
　新浄水施設整備室

℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

野
鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
教
室

と 　

き　

12
月
14
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

内 　

容　

木
彫
り
で
か
わ
い
い
野

鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
を
つ
く
る

※ 

成
人
対
象
の
教
室
で
す
が
、
子

ど
も
も
参
加
で
き
ま
す
。幼
児
・

小
学
生
が
参
加
す
る
場
合
は
、

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
。

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
絵
の
具
、

細
い
筆
、水
入
れ

指　

導　

ブ
ロ
ー
チ
同
好
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

３
日
（
水
）
か
ら
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　最近、子どもら立場の弱い人が狙われる事件が繰り返
されています。そんな中、交野でも自治会・PTA・地域住
民ボランティアの協力のもと、全小学校区で「子ども安全
見守り隊」が作られ、子どもの登下校の安全を守る活動が
行われています。
　そこで、青少年指導員会は、11月の青少年健全育成強
調月間の標語を公募し、多数の応募の中から「登下校　街
のみんなが　見守り隊」の標語を優秀作に決定しました。
　この標語には、「家庭と学校」「学校と地域」「地域と家
庭」が、子どもを守る安全ネットワークを充実させること
の大切さが込められています。
　同会は、この標語が書かれたポスターを市内各所に掲
示し、子どもの安全を守るための啓発活動を行っていき
ます。
交野市青少年指導員会広報部
問い合わせ　青少年育成課

青少年コーナー
登下校　街のみんなが　見守り隊

アウトドア
　 野鳥のブローチ教室
文　化
 　成人式「二十歳のつどい」
　 しめなわづくり

  青少年コーナー
  放課後児童会の入会申請
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※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

文　
化

成
人
式

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

　
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
、
自
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る

青
年
を
祝
い
励
ま
す
」
日
と
し
て

市
で
は
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
12
月
中
旬
に
案
内

は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
当

日
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。転
入

な
ど
で
案
内
は
が
き
の
な
い
人
は
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

21
年
１
月
12
日
（
祝
）

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
昭
和
63

年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

内 　

容　

式
典
・
歓
談
（
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
用

意
）

※
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

当
日
、
式
典
に
参
加
で
き
な
い

人
に
は
、
青
年
の
家
で
記
念
品

を
渡
し
ま
す
の
で
、
案
内
は
が

き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

お 

渡
し
期
間　

21
年
１
月
14
日

（
水
）
〜
30
日
（
金
）
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
（
日
曜
・
月
曜
日

は
午
後
５
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

し
め
な
わ
づ
く
り

　

家
族
で
一
緒
に
つ
く
っ
た
し
め

な
わ
を
お
正
月
に
飾
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

12
月
13
日(

土)

▽ 

午
前
の
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

ロ
ビ
ー

定　

員

▽
午
前
の
部
＝
先
着
40
人

▽
午
後
の
部
＝
先
着
20
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

交
野
市
古
文
化
同
好
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

５
日
（
金
）
か
ら
電
話
・
窓
口

で
高
齢
介
護
課

　市は、子育て支援の一環として、放課後の時間に
保護者の保護が受けられない児童に対し、安全の確
保と健全な育成を助けるために、放課後児童会を開
会します。
※入会申請は毎年必要です。
対 　象　市内在住の新小学１年生～新４年生で、保
護者の労働・病気などの理由により、放課後の時
間に適切な保護を受けられない児童

費　用

▽  月会費　5,000 円（同一世帯で 2人目以降の児童
は 2,500 円）
※減免制度があります。

▽ 育成活動費　月額 3,010 円（おやつ代など）
申 請用紙の配布　下表のとおり
申 し込み　21年 1月 13日（火）～ 23日（金）に青
少年育成課

※受け付け時間は配布時間と同じです。
問 い合わせ　青少年育成課

申請用紙の配布時間〈12月4日（木）から配布〉
青少年育成課
（青年の家）

9:00 ～ 21:00
（日・月曜日は 17:00 まで）

各児童会

13:00 ～ 18:15（右表○印の児童
会のみ、土曜日 8:30 ～ 18:15 も
配布、祝日・日曜日・第 4土曜日
は休会）

※ 12月27日（土）～21年1月4日（日）は休館日のため、
青少年育成課・児童会とも配布しません。

放課後児童会の21年度入会申請

○
私
市
児
童
会

私
市
小
学
校

私
市
９

－

５

－

10

　

藤
が
尾
児
童
会

藤
が
尾
小
学
校

星
田
北
２

－

45

－

１

　

旭
児
童
会

旭
小
学
校

星
田
４

－

18

－

１

　

長
宝
寺
児
童
会

長
宝
寺
小
学
校

郡
津
１

－

43

－

１

○
妙
見
坂
児
童
会

妙
見
坂
小
学
校

妙
見
坂
７

－

20

－

１

　

倉
治
児
童
会

倉
治
小
学
校

倉
治
１

－

15

－

１

　

岩
船
児
童
会

岩
船
小
学
校

森
北
１

－

25

－

１

　

郡
津
児
童
会
分
室

出
屋
敷
ふ
れ
あ
い
館

私
部
４

－

11

－

８

○
郡
津
児
童
会

郡
津
小
学
校

郡
津
４

－

13

－

１

○
星
田
児
童
会

星
田
ふ
れ
あ
い
館

星
田
１

－

49

－

11

　

交
野
児
童
会
分
室

交
野
小
学
校

私
部
１

－

54

－

１

○
交
野
児
童
会

交
野
小
学
校

私
部
１

－

54

－

１

名　
　

称

実
施
場
所

住　
　

所

放課後児童会一覧
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文　
化

文　化
　 北河内労福協美術展作品募集
スポーツ
　 第 4回生涯学習大学
　 らくらく水泳教室
　 いきいきランドトレーニング講習会
人　権
　 宅建取引業人権推進指導員制度
福　祉
　 献血にご協力を
　 児童扶養手当
　 母子家庭の母のためのパソコン教室
　 障害者週間
　 大阪ろうあ者成人式
　 大阪市立盲学校高等部生徒募集

第
４
回
生
涯
学
習
大
学

摂
南
大
学
交
野
セ
ミ
ナ
ー

と 　

き　

12
月
10
日
（
水
）
午
後

７
時
〜

ら
く
ら
く
水
泳
教
室

と 　

き　

21
年
１
月
11
日
（
日
）

〜
２
月
15
日
（
日
）
の
毎
週
日

曜
日

※ 

２
月
22
日
を
、
期
間
中
欠
席
し

た
人
の
た
め
の
予
備
日
と
し
ま

す
。

ク
ラ
ス
・
時
間
・
対
象

▽ 

知
的
障
害
者
ク
ラ
ス
（
午
後
２

時
〜
２
時
50
分
）
＝
療
育
手
帳

を
持
っ
て
い
る
小
学
生
以
上

の
人

▽ 

肢
体
不
自
由
者
ク
ラ
ス
（
午
後

３
時
〜
３
時
50
分
）
＝
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
小
学
生

以
上
の
人

※ 

小
・
中
学
生
や
、
15
歳
以
上
で

も
介
助
が
必
要
な
人
は
介
助

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

内 　

容　

そ
れ
ぞ
れ
の
泳
力
や

目
的
に
応
じ
て
水
慣
れ
か
ら

泳
法
ま
で
を
指
導
、
体
力
強

化
、集
団
活
動
を
身
に
つ
け
る

定　

員　

各
ク
ラ
ス
先
着
15
人

受
講
料　

５
２
５
０
円

受 

付
期
間　

12
月
８
日
（
月
）
〜

教
室
初
日
ま
で
の
午
前
10
時

〜
午
後
８
時
（
日
曜
日
・
祝
日

は
午
後
４
時
ま
で
、
火
曜
日
は

休
館
）

申 

し
込
み　

受
講
料
、
印
鑑
、
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

を
持
っ
て
、
い
き
い
き
ラ
ン
ド

交
野
プ
ー
ル
フ
ロ
ン
ト

問 

い
合
わ
せ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド

交
野(

℡
８
９
４
・
１
１
８
７
）

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
に

は
、
事
前
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習

会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

と　

き

▽ 

第
１
部
＝
午
前
11
時
〜
午
後
０

時
15
分

▽ 

第
２
部
＝
午
後
１
時
〜
２
時
15

分
▽ 

第
３
部
＝
午
後
２
時
30
分
〜
３

時
45
分

▽ 

第
４
部
＝
午
後
３
時
45
分
〜
５

時
▽ 

第
５
部
＝
午
後
６
時
〜
７
時
15

分
▽ 

第
６
部
＝
午
後
７
時
15
分
〜
８

時
30
分

※ 

日
曜
日
・
祝
日
は
第
３
部
ま
で

で
す
。

参
加
費　

５
０
０
円

申 

し
込
み
に
必
要
な
も
の　

印

鑑
、
写
真
（
縦
３
㌢
×
横
２
・

５
㌢
）

※ 

18
歳
未
満
の
人
は
、
保
護
者
の

同
意
書
、署
名
が
必
要
で
す
。

※ 

65
歳
以
上
、
心
身
に
障
が
い
が

あ
る
人
は
、
証
明
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

当 

日
に
必
要
な
も
の　

運
動
に
適

し
た
服
装
、室
内
用
の
運
動
靴
、

タ
オ
ル

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
き

い
き
ラ
ン
ド
交
野（
℡
８
９
４
・

１
１
８
７
）

北
河
内
労
福
協

第
11
回
美
術
展
作
品
募
集

募 

集
作
品　

絵
画
・
書
・
写
真
・

工
芸
な
ど

※ 

原
則
と
し
て
１
人
１
点
、
大
き

さ
は
縦
１
０
０
㌢
×
横
１
０
０

㌢
以
内
（
掛
け
軸
な
ど
、
縦
長

の
も
の
は
可
）で
す

対 　

象　

北
河
内
在
住
・
在
勤
の

人
出
展
料　

１
０
０
０
円

作 

品
展　

21
年
１
月
21
日
（
水
）

〜
25
日
（
日
）、
青
年
の
家
１
階

ロ
ビ
ー

※ 

作
品
の
搬
入
は
、
１
月
20
日

（
火
）の
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

主 　

催　

北
河
内
地
域
労
働
者
福

祉
協
議
会

申 
し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
12
月
19
日（
金
）ま

で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
〒

５
７
３

－

０
０
２
７　

枚
方

市
大
垣
内
町
２

－

７

－

16
北

河
内
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

（
℻
８
６
１
・
６
０
６
１
）

※ 

受
付
後
、
確
認
の
連
絡
を
し
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
協
議
会
（
℡
８

６
１
・
６
０
６
０
）

ス
ポ
ー
ツ

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

テ
ー
マ　
「
老
後
の
健
康
づ
く
り

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ジ
ッ
ク
」

定　

員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料

服　

装　

運
動
が
で
き
る
服
装

持 

ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ

オ
ル
、水
筒
な
ど

講 　

師　

摂
南
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
講
師　

近
藤
潤
さ
ん

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課



(17)20.12.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

宅
地
建
物
取
引
業

人
権
推
進
指
導
員
制
度

　

府
は
、
宅
地
建
物
取
引
の
場
で

発
生
し
て
い
る
入
居
差
別
な
ど
を

な
く
す
た
め
、「
宅
地
建
物
取
引
業

人
権
推
進
指
導
員
制
度
」
を
創
設

し
、「
人
に
や
さ
し
い
宅
建
業
者
」

の
育
成
・
応
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
推
進
指
導
員
は
、
業
者
内

で
従
業
員
に
対
し
て
、
人
権
に
関

す
る
教
育
・
啓
発
を
行
い
、
人
権

意
識
の
高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
人
権
推
進
指
導
員
を
置

い
て
い
る
宅
建
業
者
は
、
営
業
所

に
右
図
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
を

掲
示
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

府
建
築
振
興
課

（
℡  
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

献
血
に
ご
協
力
を

　

次
の
と
お
り
献
血
活
動
を
行
い

ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と 　

き　

12
月
10
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午
と
、
午
後
１
時
〜

４
時
30
分

と 
こ
ろ　

イ
ズ
ミ
ヤ
㈱
交
野
店

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

と 　

き　

21
年
１
月
11
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
大

阪
市
中
央
区
谷
町
５

－

４

－

13
）

参
加
費　

無
料

主 　

催　

㈳
大
阪
聴
力
障
害
者
協

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

と
き
・
コ
ー
ス

▽ 

中
級
コ
ー
ス
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
の
復
習
）
＝
21
年
１
月
24

日
（
土
）
〜
３
月
14
日
（
土
）
の

毎
週
土
曜
日

▽ 

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス
＝
21

年
２
月
10
日
（
火
）
〜
３
月
３

日（
火
）の
毎
週
火
曜
日

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

対 　

象　

母
子
家
庭
の
母
親
・
寡

婦
の
人
で
、
原
則
全
日
程
参
加

で
き
る
人

定　

員　

各
コ
ー
ス
先
着
10
人

受 

講
料　

中
級
コ
ー
ス
１
万
円
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス
５
０

０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ヒ
ュ

ー
マ
イ
ン
ド
〈
府
福
祉
人
権
推

進
セ
ン
タ
ー
〉（
℡  
06
・
６
５

６
１
・
４
１
９
４
）

児
童
扶
養
手
当

　

18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
児
童
（
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
の

児
童
）
で
、
死
亡
・
離
婚
・
行
方

不
明
な
ど
で
父
親
が
い
な
い
児
童

を
監
護
し
て
い
る
母
か
、
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

が
受
給
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
受
給
資
格
が
な
く
な
っ

た
と
き（
再
婚
、
父
親
の
帰
還
、
児

童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
な
ど
）

は
、
す
ぐ
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。届
け
を
出
さ
な
い
ま
ま
手

当
を
受
け
て
い
る
と
、
資
格
が
な

く
な
っ
た
日
か
ら
手
当
を
全
額
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

手
当
の
受
給
に
は
、
公
的
年
金

給
付
と
の
関
連
や
所
得
制
限
な

ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※ 

12
月
の
定
時
払
い
は
12
月
11
日

（
木
）で
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

人　
権

福　
祉

障
害
者
週
間

　

12
月
３
日
（
水
）
〜
９
日
（
火
）

は「
障
害
者
週
間
」で
す
。

　

こ
の
週
間
は
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
お
互
い

の
人
格
を
尊
重
し
支
え
合
う
「
共

生
社
会
」
の
実
現
を
目
ざ
し
て
い

ま
す
。

　

障
が
い
は
、
事
故
や
病
気
な
ど

に
よ
っ
て
誰
に
で
も
生
じ
得
る
も

の
で
す
。障
が
い
に
よ
る
不
自
由

さ
は
あ
っ
て
も
、
周
囲
の
理
解
や

配
慮
に
よ
り
で
き
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
週
間
を
機
会
に
、
障
が
い

の
あ
る
人
の
意
見
を
聞
き
、
日
常

生
活
や
事
業
活
動
の
中
で
で
き
る

配
慮
や
工
夫
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

大
阪
市
立
盲
学
校
高
等
部

生
徒
募
集

　

大
阪
市
立
盲
学
校
高
等
部
は
、

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人（
全
盲
・

弱
視
）
を
対
象
に
生
徒
を
募
集
し

ま
す
。

　

高
校
の
課
程
に
あ
た
る
普
通
科

と
、あ
ん
ま
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、指
圧
、

は
り
、
き
ゅ
う
の
資
格
取
得
の
た

め
の
理
療
科
が
あ
り
ま
す
。

※ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
寄
宿
舎
が
あ

り
ま
す
。

※ 

現
在
、
文
字
の
読
み
書
き
が
不

自
由
な
人
に
も
、
受
験
の
際
に

配
慮
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
市
立
盲
学
校

高
等
部
（
℡  
06
・
６
３
２
８
・

７
０
０
０　

℻  
06
・
６
３
２
８
・

５
８
９
６
）

会
・
大
阪
市
聴
言
障
害
者
協
会

内 　

容　

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
新
成
人
を
囲
ん
で
の
懇
談

会
な
ど

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

①
住

所
②
氏
名
③
生
年
月
日
④
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
電
話
か
、
フ
ァ
ク

ス
で
大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
事

務
局
（
℡  
06
・
６
７
６
１
・
１

３
９
４　

℻  
06
・
６
７
６
８
・

３
８
３
３
）
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税

　税
　 税収確保重点月間
　 市・府民税の納期月
保険・年金
　 国保保険料年間納付済額確認書
　 介護保険料納入済額確認書
　 後期高齢者医療保険料納付済確認書
　 国民年金からのお知らせ
　 老人医療証の交付申請
　 現役並み所得者の判定基準変更

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

国
民
健
康
保
険
料
年
間

納
付
済
額
確
認
書
を
送
付

　

20
年
分
の
確
定
申
告
の
と
き

に
、
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
と

し
て
使
用
す
る
「
国
民
健
康
保
険

料
年
間
納
付
済
額
確
認
書
」
を
、

21
年
１
月
中
旬
に
送
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の
10
月
か
ら
、
保

険
料
の
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

を
開
始
し
て
い
る
世
帯
の
人
に

は
、「
国
民
健
康
保
険
料
年
間
納
付

済
額
確
認
書
」に
、
普
通
徴
収（
口

座
振
替
、
金
融
機
関
で
の
納
付
、

集
金
に
よ
る
納
付
）分
を（
普
徴
）、

特
別
徴
収
分
を
（
特
徴
）
と
表
示

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

介
護
保
険
料
納
入
済
額

確
認
書
を
送
付

　

介
護
保
険
料
は
確
定
申
告
な
ど

で
所
得
税
や
住
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。20

年
１
月
〜
12
月
に
一
度
で
も
介

護
保
険
料
を
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
ま
た
は
金
融
機
関
で
の
直
接
納

付
）
で
納
付
し
た
人
に
「
介
護
保

険
料
納
入
済
額
確
認
書
」
を
21
年

１
月
中
旬
に
送
り
ま
す
の
で
、
確

定
申
告
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
１
年
間
を
通
じ
て
特
別

徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
み
で
納

付
し
た
人
に
は
、
各
年
金
保
険
者

（
社
会
保
険
庁
や
共
済
組
合
な
ど
）

か
ら
送
ら
れ
る
「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」（
非
課
税
年
金
を

除
く
）
に
、
特
別
徴
収
分
の
社
会

保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
年
末
調
整
な
ど
で
必
要

な
人
や
、
納
入
済
額
確
認
書
の
送

付
対
象
に
な
ら
な
い
人
で
も
、
証

明
書
が
必
要
な
人
に
は
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
発
行
し
ま
す
。

※ 「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
料
の

金
額
は
、あ
く
ま
で
特
別
徴
収
分

の
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。ま
た
、
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
際
に
、あ
な
た
以
外

の
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や

親
族
が
受
け
取
る
公
的
年
金
か

ら
特
別
徴
収
さ
れ
た
介
護
保
険

料
に
つ
い
て
は
、あ
な
た
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
は
な
ら

な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

税
収
確
保
重
点
月
間

　

12
月
は「
税
収
確
保
重
点
月
間
」

で
す
。税
収
入
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
市
税
務
室
で
は

　

文
書
や
電
話
、
訪
問
に
よ
る
納

税
催
告
を
集
中
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
と
お
り
夜
間
・
休

日
の
臨
時
開
庁
を
行
い
ま
す
の

で
、
納
付
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と 　

き　

12
月
10
日
（
水
）
〜
19

日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
〜
８

時〈
13
日（
土
）・
14
日（
日
）は

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
〉

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

■
北
河
内
府
税
事
務
所
で
は

　

電
話
や
訪
問
に
よ
る
納
税
催
告

を
集
中
し
て
行
い
ま
す
。

　

納
付
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対

し
て
は
、
預
貯
金
、
給
与
や
自
動

車
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
な
ど
の

対
応
を
行
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

北
河
内
府
税
事
務

所（
℡
８
４
４
・
１
３
３
１
）

市
・
府
民
税
の
納
期
月

　

12
月
は
、
市
・
府
民
税
第
４

期
分
の
納
期
月
で
す
。

　

期
限
の
12
月
25
日
（
木
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

保
険
・
年
金

［広告］
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国
民
年
金
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
を
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場

合
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
か
ら

11
月
上
旬
に
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
は
が
き
）
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま

す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
付
済
額
確
認
書
を
送
付

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
、
一
度
で
も
普
通
徴
収
（
口
座

振
替
、
金
融
機
関
で
の
納
付
）
に

よ
り
納
付
し
た
人
に
、
21
年
１
月

中
旬
、
保
険
料
の
納
付
済
確
認
書

を
送
り
ま
す
。確
定
申
告
な
ど
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、保
険
料
が
特
別
徴
収（
年

金
天
引
き
）
の
人
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
ら
れ
る
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

市
民
総
合
窓
口
担

当

　

証
明
内
容
は
、
今
年
の
１
月
か

ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に

納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付

見
込
額
で
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
加
入
し
た
場

合
や
、
10
月
１
日
以
降
に
初
め
て

保
険
料
を
納
付
す
る
人
に
つ
い
て

は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
証
明
書
が

送
ら
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
な

ど
の
手
続
き
を
す
る
ま
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
控
除
証
明
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
額
以
上
の
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
は
、
控
除
証
明
書
と

あ
わ
せ
て
、
当
該
納
付
分
に
係
る

領
収
証
書
の
添
付
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

▽ 

枚
方
社
会
保
険
事
務
所
（
℡  
８

４
６
・
５
０
１
１
）

▽ 

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
℡  
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１

１
７
）老

人
医
療
証
の

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
21
年
１
月
１
日
か
ら
老
人
医

療
制
度
（
医
療
費
の
窓
口
負
担
の

一
部
助
成
）
の
受
給
資
格
を
取
得

で
き
ま
す
の
で
、
医
療
証
の
交
付

申
請
（
代
理
可
）
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽ 

21
年
１
月
末
現
在
に
満
65
歳
以

上
の
人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

⑤ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
に

該
当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

昭
和
14
年
１
月
２
日
〜
昭
和
14

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で
20

年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

持 
ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

18
日
（
木
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

国
保
の
現
役
並
み
所
得
者
の

判
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

21
年
１
月
か
ら
、
現
役
並
み
所

得
者
（
70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
）
の
負
担
割
合
判
定

基
準
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
は
申
請
す
れ

ば
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

国
保
の
同
一
世
帯
に
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
人
が
い
て
、
現
役
並
み
世
帯

に
な
っ
た
高
齢
者
単
身
世
帯

要 　

件　

住
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
か
つ
収
入

３
８
３
万
円
以
上
で
、
同
一
世

帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
す
る
人
も
含
め
た
収
入
合

計
が
５
２
０
万
円
未
満
の
人

申 

請
に
必
要
な
も
の　

本
人
と
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し

た
人
の
前
年
の
収
入
が
わ
か
る

も
の
、
保
険
証
、
高
齢
受
給
者

証
、印
鑑

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

国
民

健
康
保
険
課

［広告］
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保
険
・
年
金

枚
方
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
歳
末
警
戒
活
動

　

歳
末
の
各
種
事
件
・
事
故
の
防

止
と
犯
人
検
挙
を
図
る
た
め
、
市

民
の
み
な
さ
ん
や
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
し
て
、
歳
末
警
戒
活
動
を

強
化
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽ 

ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
犯
罪
・

住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
窃
盗

の
抑
止
・
検
挙
活
動
の
強
化

▽ 

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
対
象
と
し
た
犯
罪
の

抑
止
・
検
挙
活
動
の
強
化

▽ 

交
通
死
亡
事
故
に
直
結
す
る
飲

酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
信

号
無
視
の
取
り
締
ま
り
と
、
交

差
点
活
動
の
強
化

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署(

℡

８
４
５
・
１
２
３
４)

年
末
年
始
の

消
防
特
別
警
戒

　

消
防
本
部
は
、
12
月
15
日
（
月
）

か
ら
21
年
１
月
３
日
（
土
）
ま
で
、

年
末
年
始
の
特
別
警
戒
を
実
施
し

ま
す
。

　

特
に
12
月
27
日
（
土
）
〜
30
日

（
火
）
の
夜
間
は
、
市
内
を
巡
回
し

て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
な
ど

の
重
点
特
別
警
戒
を
行
い
ま
す
。

　

年
の
瀬
は
寒
さ
も
厳
し
く
な

り
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

も
多
く
な
り
ま
す
が
、
年
末
年
始

の
忙
し
い
時
期
に
は
、
注
意
力
が

低
下
し
、
火
災
の
発
生
要
因
が
増

加
し
ま
す
の
で
、
火
気
や
暖
房
器

具
の
使
用
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

21
・
22
年
度

入
札
参
加
希
望
申
請

　

市
と
市
水
道
局
が
発
注
す
る
建

設
工
事
や
設
計
委
託
・
物
品
の
購

入
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す

る
業
者
は
、
入
札
参
加
資
格
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
12
月
中
旬
以
降
に

国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

■ 

納
付
が
困
難
な
と
き
は
納
付
相

談
を

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
と
き
は
、
納
付
期
限
の
延
期
な

ど
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
国
民
健
康
保
険

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
納
付
は
口
座
振
替
で

　

保
険
料
の
納
付
を
口
座
振
替
に

す
る
と
、
毎
月
納
め
に
行
く
手
間

が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り

ま
す
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
国
民
健

康
保
険
課
か
、
星
田
出
張
所
に
あ

り
ま
す
。

■
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

　

国
保
加
入
世
帯
に
、
21
年
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
最
寄
り
の
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

配 

布
場
所　

市
役
所
本
館
、
星
田

出
張
所
、ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

く
ら
し

総
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.katano.osaka.jp/

kakka/soum
u/

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申 

し
込
み　

21
年
２
月
２
日（
月
）

〜
27
日（
金
）に
、
申
請
書
を
郵

送
で
〒
５
７
６

－
８
５
０
１

総
務
課

※ 

水
道
局
分
の
申
請
も
総
務
課
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

総
務
課
か
、
水
道

局
総
務
課

保険・年金
　 国民健康保険からのお知らせ
くらし
　 21・22年度入札参加希望申請
　 枚方警察署からのお知らせ
　 年末年始の消防特別警戒
　 新ごみ処理施設整備基本計画検討委員募集
　 新ごみ処理施設の整備に係る説明会
　 法テラスをご利用ください
　 行政書士による日曜無料相談会
　 税理士による無料税相談

［広告］
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新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本

計
画
検
討
委
員
会
委
員
を
募
集

　

交
野
市
・
四
條
畷
市
か
ら
排
出

さ
れ
る
普
通
ご
み
は
、
四
條
畷
市

交
野
市
清
掃
施
設
組
合
が
管
理
・

運
営
す
る
、
四
條
畷
市
の
清
滝
に

あ
る
ご
み
処
理
施
設
で
焼
却
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
施
設
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
ご

み
の
焼
却
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の

適
正
処
理
の
た
め
に
も
、
新
ご
み

処
理
施
設
の
整
備
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
整

備
に
向
け
て
、
基
本
計
画
策
定
の

た
め
の
「
新
ご
み
処
理
施
設
整
備

基
本
計
画
検
討
委
員
会
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

対 　

象　

次
の
要
件
全
て
を
満
た

す
人

①
市
内
在
住
で
20
歳
以
上

② 

ご
み
（
環
境
）
問
題
に
関
心
が

あ
る

③ 

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る

※ 

会
議
は
10
回
程
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

定　

員　

６
人
以
内

※ 

四
條
畷
市
で
も
同
人
数
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。

委 

嘱
期
間　

21
年
１
月
末
か
ら
、

計
画
策
定
終
了
ま
で
（
21
年
６

月
予
定
）

募 

集
要
綱
の
配
布　

12
月
１
日

（
月
）
か
ら
、
環
境
事
業
所
内　

循
環
型
社
会
推
進
室
か
、
四
條

畷
市
交
野
市
清
掃
施
設
組
合

※ 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申 

し
込
み　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
12
月
19
日
（
金
）

〈
必
着
〉
ま
で
に
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
ｅ
メ
ー
ル
で
、
〒
５

７
５

－

０
０
６
３　

四
條
畷

市
大
字
清
滝
１
０
５
１　

四

條
畷
市
交
野
市
清
掃
施
設
組

合
（
℻  
８
７
８
・
８
１
０
１　

em
ail:soum

u2
@
shikous

eisou-osaka.jp

）

※ 

応
募
用
紙
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
市
交
野
市

清
掃
施
設
組
合
（
℡  
８
７
６
・

１
２
０
２
）

新
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
に
係
る
説
明
会

と 　

き　

12
月
20
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

対　

象　

市
内
在
住
の
人

法
テ
ラ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法

テ
ラ
ス
）は
、
総
合
法
律
支
援
法
に

基
づ
き
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
。

　

府
内
で
は
、
大
阪
市
と
堺
市
に

事
務
所
を
設
置
し
て
、
紛
争
解
決

の
た
め
の
情
報
提
供
や
、
相
談
可

能
な
紛
争
解
決
機
関
の
紹
介
、
一

定
の
要
件
の
も
と
に
無
料
法
律
相

談
や
裁
判
費
用
の
立
て
替
え
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
多
重
債
務
、

離
婚
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
法
律
問
題

の
解
決
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き

▽
平
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

▽ 
土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
電 

話
番
号　

０
５
７
０

－

０
７

８
３
７
４

※ 

Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
は
、

（
℡  
03
・
６
７
４
５
・
５
６
０
０
）

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

無
料

※
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▽ 

法
テ
ラ
ス
大
阪
（
℡  
０
５
０
・

３
３
８
３
・
５
４
２
５　

大
阪

市
北
区
西
天
満
１

－

12

－

５　

大
阪
弁
護
士
会
館
地
下
１
階
）

▽ 

法
テ
ラ
ス
堺
（
℡  
０
５
０
・
３

３
８
３
・
５
４
３
０　

堺
市
堺

区
南
花
田
口
町
２

－

３

－

20

住
友
生
命
堺
東
ビ
ル
６
階
）

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
相
談

と 　

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

近
畿
税
理
士
会
枚
方
支

部
（
枚
方
市
大
垣
内
町
３

－

３

－

16

－

１
０
５
）

問 
い
合
わ
せ　

近
畿
税
理
士
会
枚

方
支
部
事
務
局
（
℡  
８
４
３
・

２
２
７
５
）

行
政
書
士
に
よ
る

日
曜
無
料
相
談
会

と 　

き　

12
月
14
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

遺
言
・
相
続
、
内
容
証

明
・
示
談
書
の
作
成
な
ど

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

直
接
会
場

問 

い
合
わ
せ　

行
政
書
士
会
枚
方

支
部（
℡  
８
９
３
・
７
０
５
６
）

［広告］
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問 

い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進

室
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く
ら
し

く
ら
し
の
市
民
講
座

　
① 「
あ
な
た
は
ど
う
す
る
？
振
り

込
め
詐
欺
の
手
口
か
ら
防
犯
対

策
ま
で
」

と 　

き　

12
月
10
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
２
階　

２
０

６
号
室

講　

師　

枚
方
警
察
署
防
犯
係

② 「
ど
う
な
る
の
？
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
で
」

と 　

き　

12
月
18
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

講 　

師　

近
畿
地
域
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

１
日（
月
）か
ら
商
工
観
光
課

※ 

保
育
（
就
学
前
児
ま
で
、
定
員

各
先
着
５
人
）
が
あ
り
ま
す
。

①
の
講
座
は
12
月
８
日
（
月
）

ま
で
に
、
②
の
講
座
は
12
月
15

日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

消費者相談
～在宅ワークで家計の足しに　
　　　　しようと思ったのに～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

子
ど
も
が
小
さ
い

の
で
在
宅
ワ
ー
ク
を

と
思
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

見
て
資
料
請
求
を
し
ま
し
た
。

　

届
い
た
資
料
に
は
「
在
宅
研

修
セ
ッ
ト
48
万
円
」
と
記
載
さ

れ
て
お
り
、
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
の
で
「
お
金
が
な
い
」
と

言
う
と
、「
仕
事
を
紹
介
す
る
以

上
、
い
い
加
減
な
気
持
ち
の
人

を
断
る
た
め
の
保
証
金
の
よ
う

な
も
の
で
す
。以
前
に
職
場
で

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
た
な
ら

在
宅
研
修
は
す
ぐ
に
ク
リ
ア
で

き
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
仕
事
を

紹
介
で
き
る
の
で
、
ロ
ー
ン
を

組
ん
で
も
大
抵
は
１
年
く
ら
い

で
返
済
で
き
て
い
ま
す
。大
丈

夫
で
す
よ
」
と
勧
め
ら
れ
、
契

約
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。契
約

書
面
を
返
送
し
て
10
日
目
に

夫
に
見
つ
か
り
反
対
さ
れ
ま
し

た
。解
約
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
の
契
約
は
「
業
務

提
供
誘
引
販
売
」
と
い

い
、
特
定
商
取
引
法
で
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
20
日
以

内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

可
能
で
す
。

　

契
約
会
社
と
ロ
ー
ン
会
社
に

書
面
で
解
約
の
意
思
を
通
知
し

ま
し
ょ
う
。　

パ
ソ
コ
ン
在

宅
ワ
ー
ク
の
相

談
に
は
、「
話
と
違
っ
て
在
宅
研

修
が
ク
リ
ア
で
き
ず
仕
事
が
で

き
な
い
」「
入
力
に
ミ
ス
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
が
、
ミ
ス
の
箇
所

は
教
え
て
も
ら
え
ず
、
や
り
直

す
ま
で
お
金
も
も
ら
え
な
い
」

な
ど
の
相
談
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

解
約
や
取
り
消
し
の
理
由
は

あ
っ
て
も
、
一
度
支
払
っ
た
お

金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。パ
ソ

コ
ン
在
宅
ワ
ー
ク
以
外
で
も
、

仕
事
紹
介
に
関
し
て
、
先
立
っ

て
お
金
が
い
る
取
り
引
き
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

Ｑ

Ａ助
言

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

案
作
成
に
関
す
る
公
聴
会

　

東
部
大
阪
都
市
計
画
下
水
道
の

変
更
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

公
聴
会
を
開
き
ま
す
。

　

こ
の
公
聴
会
は
意
見
を
述
べ
て

も
ら
う
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
変

更
内
容
の
説
明
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
公
述
申
出
が
な
い
場
合

は
公
聴
会
を
開
き
ま
せ
ん
。

※ 

案
の
概
要
は
市
都
市
計
画
課

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と 　

き　

12
月
25
日
（
木
）
午
前

10
時
〜

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

小

会
議
室

申 
し
込
み　

公
述
希
望
者
は
公
述

申
出
書
（
指
定
様
式
、
都
市
計

画
課
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
）

を
、
傍
聴
希
望
者
は
は
が
き
か

ｅ
メ
ー
ル
に
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
を
記
入
し
、
12
月

15
日
（
月
）〈
必
着
〉
ま
で
に
〒

５
７
６

－

８
５
０
１　

都
市

計
画
課
（tosi@

city.katano
.osaka.jp

）

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

くらし
　 都市計画下水道の変更案に関する公聴会
　 くらしの市民講座
　 多重債務者相談窓口
　 講演「思いをカタチに変えよ! !」
しごと
　 歳末労働相談会
選　挙
　 私部財産区議員立候補予定者説明会
調　査
　 医療関係者は届け出を
子育て
　 クリスマスブーツ作り

  消費者相談
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況
届 

出
用
紙
の
配
布　

12
月
１
日

（
月
）か
ら
各
保
健
所

※ 

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の

届
出
用
紙
は
厚
生
労
働
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

届 

出
期
間　

21
年
１
月
５
日（
月
）

か
ら
15
日（
木
）

※ 

詳
細
は
最
寄
り
の
保
健
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
）

医
療
関
係
者
は
届
け
出
を

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
医
療
関
係

者
の
就
業
状
況
な
ど
を
把
握
し
、

医
療
・
公
衆
衛
生
行
政
の
基
礎
資

料
を
つ
く
る
た
め
、
２
年
ご
と
に

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
が
そ

の
実
施
年
で
す
。

　

届
け
出
は
法
律
に
よ
り
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
に
該

当
す
る
人
は
必
ず
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
・
届
け
出
先

▽ 

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
人
＝
最
寄

り
の
保
健
所

▽ 

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯

科
技
工
士
で
、
そ
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
人
＝
主
な
従
事
先

を
所
管
す
る
保
健
所

届 
出
内
容　

12
月
31
日
現
在
の
状

調　
査

歳
末
労
働
相
談
会

「
夜
間
・
土
曜
日
」

　

労
働
相
談
を
し
た
い
が
、
平
日

の
昼
間
は
仕
事
な
ど
で
時
間
が
と

れ
な
い
と
い
う
人
の
た
め
に
、
次

の
と
お
り
夜
間
・
土
曜
日
に
労
働

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

と　

き

▽ 

12
月
４
日
（
木
）・
５
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

大
字
私
部
財
産
区
議
会
議
員

選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

21
年
２
月
１
日
（
日
）
に
予
定

さ
れ
て
い
る
大
字
私
部
財
産
区
議

会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。当
日
は
立
候
補
に
関
す
る
説

明
と
必
要
な
諸
用
紙
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
立
候
補
予
定
者
か
、
そ

の
代
理
人
は
、
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

と 　

き　

12
月
24
日
（
水
）
午
後

し
ご
と

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

近
畿
財
務
局
は
、
多
額
の
借
金

を
抱
え
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
話
を
伺
い
、

解
決
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
な
ど

の
専
門
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

と 　

き　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

相
談
窓
口

▽ 

近
畿
財
務
局
（
℡  
06
・
６
９
４

９
・
６
５
２
３
か
、
℡  
06
・
６

９
４
９
・
６
８
７
５
）

▽ 

京
都
財
務
事
務
所（
℡  
０
７
５
・

２
３
１
・
６
４
６
３
）

▽ 

神
戸
財
務
事
務
所（
℡  
０
７
８
・

３
９
１
・
６
９
４
８
）

費　

用　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

近
畿
財
務
局
（
℡  

06
・
６
９
４
９
・
６
５
２
３
）

講
演「
思
い
を

カ
タ
チ
に
変
え
よ
! !
」

と 　

き　

12
月
９
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
15
分

と 

こ
ろ　

北
大
阪
商
工
会
議
所
本

所
４
階　

大
ホ
ー
ル

内　

容

▽ 

講
演
「
思
い
を
カ
タ
チ
に
変
え

よ
! !
だ
れ
も
が
人
生
の
主
人
公

で
生
き
る
た
め
に
」

▽ 

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
に
つ
い

て
▽ 

個
別
相
談
（
希
望
者
の
み
、
予

約
不
要
）

定　

員　

先
着
１
５
０
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

ワ
タ
ミ
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ　

渡
邉

美
樹
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

北
大

阪
商
工
会
議
所
（
℡  
８
６
８
・

０
１
１
０
）

選　
挙

▽ 

12
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

と 

こ
ろ　

府
総
合
労
働
事
務
所

（
大
阪
市
中
央
区
石
町
２

－
５

－

３　

エ
ル
・
お
お
さ
か
南
館
）

内 　

容　

電
話
・
来
場
に
よ
る
相

談
※ 

４
・
５
日
は
弁
護
士
な
ど
に
よ

る
相
談
（
面
談
の
み
、
予
約
制
）

が
あ
り
ま
す
。

相 

談
電
話
番
号　

06
・
６
９
４
６
・

２
６
０
０

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

府
総

合
労
働
事
務
所
相
談
グ
ル
ー
プ

（
℡  
06
・
６
９
４
６
・
２
６
０
８
）

ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
作
り

と 　

き　

12
月
17
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
11
時

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ち
ば
ん
ぼ
し
く
ら
ぶ（
星
田
３

－

10

－

８　

星
田
保
育
園
内
）

定　

員　

先
着
親
子
10
組

申 

し
込
み　

12
月
４
日
（
木
）
〜

10
日（
水
）〈
土・日
曜
日
を
除
く
〉

の
午
前
10
時
〜
正
午
に
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
来
所

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
９
１
・
１
７
９
３
）

１
時
30
分

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
３
階　

第

一
委
員
会
室

問 

い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

子
育
て
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子
育
て

子育て
　 こんにちは赤ちゃん訪問
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 おなかペコペコおやつレッスン
　 まいど子でもカード
　 第 5期わんぱく教室
　 ファミサポ入会説明会と会員講習会
　 幼児園の園庭開放
健　康
　 特定健診を受けましたか
　 ゆうゆう元気アップ大作戦
　 ウエストサイズストーリー

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

２
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

お
な
か
ペ
コ
ペ
コ

お
や
つ
レ
ッ
ス
ン

と 　

き　

21
年
１
月
20
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

調
理
実
習
室
２

内 　

容　
「
簡
単
・
ら
く
ら
く
！

手
作
り
お
や
つ
」
を
調
理
し
、

子
ど
も
と
一
緒
に
試
食

対 　

象　

２
歳
代
の
幼
児
と
保
護

者
定　

員　

先
着
20
組

参
加
費　

１
組
２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、

飲
み
物
、筆
記
用
具

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
。託
児
に
必

要
な
も
の
（
お
む
つ
、
汚
れ
物

入
れ
な
ど
）と
、
飲
み
物（
普
段

使
用
し
て
い
る
容
器
に
入
れ
た

も
の
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

21
年
１
月
６
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 

４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
火
）
〜
２
月
24
日
（
火
）
の
毎

週
火
曜
日
（
全
７
回
）
＝
14
年

４
月
２
日
〜
18
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
保
護
者

▽ 

水
曜
コ
ー
ス　

21
年
１
月
14
日

（
水
）
〜
３
月
４
日
（
水
）
の
毎

週
水
曜
日（
２
月
11
日
を
除
く
、

全
7
回
）
＝
18
年
4
月
2
日
〜

19
年
12
月
31
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
と
保
護
者

時 　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ち
ば
ん
ぼ
し
く
ら
ぶ（
星
田
３

－

10

－

８　

星
田
保
育
園
内
）

定　

員　

各
12
組

※ 

12
月
19
日
（
金
）
に
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。参
加
回

数
の
少
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

保
護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
②
生
年
月
日
・
年

齢
・
性
別
③
住
所
④
電
話
番

号
⑤
兄
・
姉
の
有
無
と
、
連
れ

て
く
る
弟
・
妹
の
有
無
と
年

齢
を
記
入
し
、
12
月
12
日
（
金
）

〈
必
着
〉
ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
１
６　

星
田
３

－

10

－

８

星
田
保
育
園
内　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
わ
ん
ぱ
く
教
室
係

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
１
・
１
７
９
３
）

第
５
期
わ
ん
ぱ
く
教
室

と
き
・
コ
ー
ス
・
対
象

▽ 
火
曜
コ
ー
ス　

21
年
１
月
13
日

ま
い
ど
子
で
も
カ
ー
ド

　

府
は
、
子
育
て
世
帯
を
応
援
す

る
た
め
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
つ

い
た
携
帯
電
話
画
面
な
ど
を
協
賛

店
に
提
示
す
る
と
、
割
引
や
特
典

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

「
ま
い
ど
子
で
も
カ
ー
ド
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m
aidokodem

o.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

12
月
末
ま
で
、
協
賛
企
業
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
「
１

周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対 　

象　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
世
帯

登
録
料　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
府
子
育
て
世

帯
応
援
事
務
局
（
℡
06
・
６
４

５
２
・
６
１
８
８
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

生
後
４
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

が
い
る
家
庭
を
、
保
健
師
ま
た
は

助
産
師
が
訪
問
し
、
育
児
相
談
や

市
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

な
ど
を
し
ま
す
。

　

育
児
に
関
す
る
こ
と
や
き
ょ

う
だ
い
関
係
の
悩
み
な
ど
の
相
談

は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
相
談
事
が
な

い
人
で
も
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
や
産
後
の
身
体
の
経
過
、
予
防

接
種
の
受
け
方
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

他
市
へ
里
帰
り
し
て
い
る
人

は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課



(25)20.12.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

特
定
健
診
を

受
け
ま
し
た
か

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
特
定
健
診
の
個
別
医

療
機
関
で
の
受
診
は
、
１
月
末
で

終
了
し
ま
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い

な
い
人
は
早
め
に
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

受
診
に
は
受
診
券
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※ 

健
診
結
果
は
、
受
診
後
１
〜
２

か
月
を
め
ど
に
お
届
け
し
て
い

ま
す
。

■
特
定
健
診
を
受
診
し
な
い
と

　

血
液
デ
ー
タ
や
内
臓
脂
肪
の
状

態
に
気
付
か
な
い
で
い
る
と
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
自
分
自
身
の
健
康
を
守
る

た
め
に
も
、
特
定
健
診
を
受
け
、

日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ

ス
ト
ー
リ
ー
Ⅲ

　

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
振
り
返
り
、

運
動
な
ど
の
実
技
を
通
し
て
、メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・

解
消
の
コ
ツ
を
学
ん
で
す
っ
き
り

し
た
体
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

21
年
１
月
14
日
（
水
）

〜
２
月
４
日
（
水
）
の
毎
週
水

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45

分（
４
回
コ
ー
ス
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

※ 

教
室
前
に
面
接
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

対 　

象　

腹
囲
・
高
血
圧
・
脂
質

異
常
・
血
糖
値
が
気
に
な
る
人
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
解
消
し
た
い
人

※ 

実
技
を
行
い
ま
す
。動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

定　

員　

30
人

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓
、
健

康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

１
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

ゆ
う
ゆ
う
元
気

ア
ッ
プ
大
作
戦

　

口
の
手
入
れ
、
食
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
、
転
倒
予
防
や
脳
の
活
性
化

な
ど
を
学
び
、
元
気
ア
ッ
プ
し
ま

せ
ん
か
。

と 　

き　

21
年
１
月
８
日
（
木
）

〜
３
月
26
日
（
木
）
の
毎
週
木

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分（
全
12
回
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内 　

容　

講
義
と
元
気
ア
ッ
プ
体

操
、
健
口
体
操
（
口
の
体
操
）、

頭
ス
ッ
キ
リ
ゲ
ー
ム
な
ど

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

15
人

参 

加
費　

２
０
０
円（
資
料
代
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

８
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課 

健　
康

18

－

１
）
＝
℡  
８
９
２
・
８
４

３
３

※ 

い
ず
れ
も
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。

対 　

象　

就
学
前
の
乳
幼
児
と
保

護
者
で
、
自
転
車
か
、
徒
歩
な

ど
で
来
園
で
き
る
人

※
保
育
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

保
護
者
は
子
ど
も
の
安
全
に
注

意
し
て
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

各
幼
児
園

消
防
署

内 　

容　

子
ど
も
の
食
事
や
遊
び

な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
、
保
育

実
習
、救
命
救
急
講
習
会
な
ど

対 　

象　

全
日
程
に
参
加
で
き
、

講
習
会
後
、
提
供
会
員
と
し
て

活
動
で
き
る
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

21
年

１
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
（
℡  
８
９
３
・
０
７
５
７
）、

不
在
時
は
（
℡  
０
９
０
・
９
８

６
５
・
７
７
２
４
）

フ
ァ
ミ
サ
ポ
入
会
説
明

会
と
会
員
講
習
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子

育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
人
（
提

供
会
員
）と
、
し
て
ほ
し
い
人（
依

頼
会
員
）、
そ
の
両
方
を
す
る
人

（
両
方
会
員
）
を
つ
な
ぐ
会
員
組

織
で
す
。

■ 

入
会
説
明
会

と　

き　

随
時（
予
約
制
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

※ 

依
頼
会
員
は
、
家
族
写
真
と
印

鑑
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
入
会
で

き
ま
す
。

※ 

提
供
・
両
方
会
員
は
、
会
員
講

習
会
修
了
後
に
入
会
で
す
。

■
会
員
講
習
会（
予
約
制
）

① 

21
年
１
月
27
日
（
火
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午

② 

21
年
１
月
29
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分

③ 

21
年
１
月
30
日
（
金
）
午
後
１

時
〜
４
時

④ 

21
年
２
月
10
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
正
午

⑤ 

21
年
２
月
12
日
（
木
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
、

 

幼
児
園
の
園
庭
開
放

　

子
ど
も
と
一
緒
に
近
く
の
市
立

幼
児
園
に
、遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

12
月
11
日
（
木
）〈
あ
ま

だ
の
み
や
幼
児
園
、
あ
さ
ひ
幼

児
園
〉、
18
日（
木
）〈
く
ら
や
ま

幼
児
園
〉
午
前
９
時
30
分
〜
11

時（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ

① 

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児
園
（
私
市

１

－

29

－

１
）
＝
℡  
８
９
２
・

１
３
５
１

② 

あ
さ
ひ
幼
児
園
（
星
田
５

－

２

－

12
）
＝
℡  
８
９
２
・
０
２
０

６
③ 

く
ら
や
ま
幼
児
園
（
幾
野
３

－



20.12.01 (26)

健　
康

健　康
　 高齢者体力測定相談会
　 石綿による健康被害の救済
　 成人歯科健診
　 乳幼児の健診と相談
　 21 年 1月の予防接種

21
年
１
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

21
年
１
月
８
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階
対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

※ 

生
後
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
医
療

機
関
で
の
接
種
（
有
料
）
に
な

り
ま
す
。医
師
の
指
示
で
６
か

月
ま
で
に
接
種
で
き
な
い
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
服
用
し
て
い

る
人
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
軟
こ
う

を
塗
っ
て
い
る
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

ひ
き
つ
け
（
け
い
れ
ん
）
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
や
、
疾

患
な
ど
で
定
期
的
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
い
る
人
は
、
主
治

医
と
相
談
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

■
４
か
月
児
健
診

と 　

き　

21
年
１
月
６
日（
火
）

対 　

象　

８
月
11
日
〜
９
月
10
日

生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

12
月
16
日（
火
）

対 　

象　

19
年
５
月
生
ま
れ
の
幼
児

■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

12
月
10
日（
水
）

対 　

象　

17
年
５
月
生
ま
れ
の
幼
児

※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
２
時
で
す
。

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
・
対
象

①
12
月
24
日（
水
）＝
０
歳
児

② 

12
月
５
日
（
金
）
＝
１
歳
児
以

上
※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
15
分
〜
10
時
15
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

特
別
埋
葬
料（
約
３
０
０
万
円
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

③ 

中
皮
腫
や
肺
が
ん
に
か
か
り
、

18
年
３
月
26
日
以
前
に
死
亡
し

た
人
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
特

別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別
埋
葬
料

（
約
３
０
０
万
円
）
の
請
求
期

限
が
、
24
年
３
月
27
日
ま
で
延

長
さ
れ
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.erca.go.jp

/asbestos/

）
を
参
照
す
る

か
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

環
境
再
生
機
構
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
℡
０
１
２
０
・

３
８
９
・
９
３
１
）

石
綿
に
よ
る

健
康
被
害
の
救
済

　

12
月
１
日
か
ら
、
石
綿
に
よ
る

健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。主
な
改
正

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

医
療
費
、
療
養
手
当
の
支
給
開

始
日
が
、
申
請
日
か
ら
療
養
開

始
日
（
申
請
日
か
ら
３
年
以
前

の
と
き
は
３
年
前
ま
で
）
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。す
で
に
認
定

さ
れ
て
い
る
人
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

② 

18
年
３
月
27
日
以
降
に
中
皮
腫

や
肺
が
ん
に
か
か
り
、
認
定
の

申
請
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
人

の
遺
族
に
も
、
特
別
弔
慰
金
・

成
人
歯
科
健
診

実 

施
期
間　

21
年
２
月
28
日（
土
）

ま
で

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
４
月
1

日
〜
21
年
3
月
31
日
の
間
に
、

40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に

な
る
人

※ 

誕
生
日
以
前
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

費　

用　

３
０
０
円

持 

ち
物　

案
内
は
が
き
か
、年
齢
・

住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
（
健

康
保
険
証
な
ど
）、
健
康
手
帳

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

高
齢
者
体
力
測
定

相
談
会

と 　

き　

21
年
１
月
５
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

作
業
療
法
室

内 　

容　

体
力
測
定
、
介
護
予
防

に
関
す
る
相
談
な
ど

対 　

象　

市
内
在
住
の
概
ね
65
歳

以
上
の
人

定　

員　

20
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

１
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

申
し
込
み　

直
接
歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。
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　末吉暁子　偕成社
ゆきだるまのあたま
　黒田かおる　金の星社
チョコレートのまち
　深見春夫　佼成出版社
ペンギンのヒナ
　ベティ・テイサム　福音館書店
山田守くんはたぬきです
　市川宣子　小学館
洗い屋お姫捕物帳
　越水利江子　国土社
まめうしのクリスマス
　あきやまただし　PHP研究所
ふたご桜のひみつ
　たからしげる　岩崎書店

縫って、編んでシュシュ
　　　　　　雄鶏社
圧力鍋お役立ちレシピ
　脇雅世　日本文芸社
石油の支配者
　浜田和幸　文藝春秋
蓮池流韓国語入門
　蓮池薫　文藝春秋
スペインの墓標
　五木寛之　実業之日本社
幸運のからくり
　中野裕弓　リヨン社
おひとりさまでもだいじょうぶ。
　吉田太一　ポプラ社
着物のマナーお手本帖
　　　　　　成美堂出版

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係
員にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。

「おおきいツリーちいさいツリー」
　　　　　ロバート・バリー　作
　　　　　　　　　光吉夏弥　訳
　　　　　　　　　大日本図書　
　もうすぐクリ
スマスです。ある
お屋敷にツリー
が届きました。大
きくて立派なツ
リーでしたが、少
し大きすぎたの
で、ぱっさり先がちょんぎられ
ます。
　切り取られた先っぽは小間使
いのツリーになりますが、これ
また少し大きすぎたので、ちょ
きんと先がちょんぎられ、その先
っぽは庭師のツリーになります。
　それから、大きすぎたその先
はくまのツリーになり、その先が
今度はきつねのツリーになり…。
　人間も動物もみんなが祝うク
リスマスの喜びが 1本のツリー
を通して描かれています。繊細
なタッチの挿絵は、ながめてい
るだけでも楽しく幸せな気分に
させてくれることでしょう。

地
球
温
暖
化
コ
ラ
ム

　
「
未
来
へ
向
け
た
低
炭
素
社
会
」

　

２
０
０
７
年
度
の
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
量
は

２
・
３
％
も
増
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

原
因
は
消
費
活
動
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
新
潟

中
越
沖
地
震
に
よ
る
柏
崎
刈
羽
原
発
の
運
転
停

止
で
、
停
止
分
の
電
気
を
火
力
発
電
で
代
替
し

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は

０
・
７
％
減
少
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
の
程
度
の
増
加
で

済
ん
だ
と
も
い
え
ま
す
。

　

同
じ
発
電
で
も
、
発
電
方
法
に
よ
り
排
出
量

が
変
わ
る
た
め
、
今
後
は
太
陽
光
や
風
力
な
ど

ク
リ
ー
ン
な
発
電
を
導
入
す
る
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。そ
れ
ら
の
技
術
発
展
と
省
エ
ネ
の
取

り
組
み
が
一
つ
に
な
る
こ
と
で
、
未
来
へ
向
け

た
低
炭
素
社
会
が
築
か
れ
て
い
く
の
で
す
。

　毎日の生活の中では、「まとめて」すれば省エネになる
ことがたくさんあります。家事などの日ごろの習慣を、
まとめてできないか見直してみましょう。
★洗濯は 1回にまとめて
　 ⇨ 2日分の洗濯物を 1回で洗える場合、毎日洗うより
も 2日まとめて洗う方が電気代や水道代の節約になり
ます。
★お風呂は時間をあけずに
　 ⇨みんなで時間をあけずに順番に入ると、追い炊き回
数が減らせます。
★ごはんは家族団らんで
　 ⇨みんなで一緒に食べると、ごはんの保温や温め直し
もいりません。
★車での外出、用事はまとめて済ます
　 ⇨買い物や習い事などは、できるだけ用事をまとめて、
車の使用回数を減らしましょう。

　今月で「はじめよう　うちエコ！」のコーナーは終了
します。家庭でのエコは家計の助けもなることがほとん
どです、家族で楽しく「うちエコ」にチャレンジしてみて
ください。
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みんなで考える生ごみのこと
　10月5日（日）、いきいきランド会議室でかたの環境
ネットワーク主催のパネルディスカッション「どうす
る？生ごみ」が開催され、市民ら73人が参加しました。
　この日は大阪産業大学の花嶋温子さんをはじめ、４
人のパネリストから、ごみ処理の現状や問題点、家庭で
できる生ごみたい肥化などの話がありました。
　パネリストが「交野で出したごみが最後は神戸沖に
埋められる」という話をすると、参加者たちは「ホーッ」
という声をもらしていました。

介護者家族の会が大阪府医師会長賞を受賞
　11月3日（祝）、大阪市内で、介護者家族の会（写
真右　勝井和代会長）が日本医師会最高優功賞記念
大阪府医師会長賞を受賞し、後日、交野医師会尼子
隆章会長（写真左）と喜びを分かち合いました。
　介護負担の軽減を目ざして、交流会や電話での相
談や訪問活動など地道な活動を続けてきた同会の
業績をたたえての表彰でした。
　勝井会長は「本当にありがたく光栄に思っていま
す」と話していました。

あ る ば む

AA L BB U M
あ る ば む

22 の競技にスポーツを楽しむ
　10 月 12 日（日）、13 日（祝）、19 日（日）の
3日間にわたって、第 31回市民スポーツデーが開
催され、総勢 3,318 人の市民が、いきいきランド
交野を中心に行われた 22の競技に参加しました。
　青年の家の武道館では、交野市剣道連盟主催の
剣道大会が開かれ、小学生から大人までの剣士が
激しい試合を繰り広げました。
　会場には剣士の気合の入った声が響き渡り、観
客からは「迫力のある試合だったので、とても面
白かったです」という感想がありました。

日ごろの活動成果を発表
　11月1日（土）～３日（祝）の3日間、第32回交野
市文化祭が開かれ、展示の部（青年の家など）や発表
の部（星の里いわふね）、鉄道模型（いきいきランド
交野）の会場に多数の人が来場しました。
　展示の部では、親子連れもたくさん見られ、子ど
もたちはたくさんある作品の中から自分の作品を
見つけると、「パパー！これこれ」とうれしそうに作
品を家族に見せていました。
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小さな発明家が奨励賞を受賞
　10 月 19 日（日）、大阪府生徒児童教職員発明く
ふう展で、交野小学校 1年の大矢那央さん（写真中
央）が奨励賞を受賞し、交野小学校（八木隆夫校長＝
写真左）も学校賞を受賞しました。
　大矢さんは、ストローで息を吹きかけると、乗り
物が回転する「くるくるメリーゴーランド」という
作品で受賞しました。
　受賞の感想を聞くと、大矢さんは照れながら「と
てもうれしかったです」と話してくれました。

AA L BB U M
元気いっぱい遊びました

　10 月 20 日（月）、いきいきランド交野でキッズ
フェスタ in 交野が開催され、約 500 人の乳幼児と
お母さんたちが集まりました。
　子どもたちは、メインアリーナの各ブースに準備
された魚つり、ボール投げ、ダンボールカートなど
の手づくりおもちゃで遊んだり、子育てサークルの
お母さんたちと一緒に音楽に合わせてダンスをし
たりと、元気いっぱいに楽しんでいました。
　参加したお母さんからは「子どもたちが喜んでい
たので、来年も連れてきます」と大満足の様子でし
た。

  　
　

街
で
見
か
け
た

　
　

ち
ょ
っ
と
良
い
話

　
 

倉
治
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

橋
下
知
事
か
ら
団
体
表
彰

　

10
月
5
日
（
日
）、
倉
治
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
が
「
安
全
な
ま
ち
・
大
阪
」

の
実
現
に
向
け
て
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
先
駆
的
・
意
欲
的
に
展
開
し
て
い

る
と
し
て
、
橋
下
徹
府
知
事
か
ら
、
大

阪
府
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
表
彰
（
知
事
賞
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
18
年
2
月
か
ら

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る

通
学
路
の
巡
回
を
ス
タ
ー
ト
。
当
初

10
人
だ
っ
た
青
パ
ト
隊
員
は
現
在

１
１
１
人
と
な
り
、
さ
ら
に
防
犯
活

動
や
小
学
生
の
登
下
校
の
見
守
り
活

動
に
は
婦
人
部
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
校

区
福
祉
委
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
大
き
な

輪
が
広
が
り
、
２
２
９
人
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
委
員
長
の

大
塚
隼
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
は
、

関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
熱
心
か
つ
地

道
な
取
り
組
み
の
成
果
で
す
。
笑
顔

で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
運
動
に
な
お
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

賞状を持って記念撮影

見守り活動の様子



20.12.01 (30)

星田名所記に描かれ

た旗掛け松（右）と、

現在星田公園内に建

てられている旗掛け

松跡の石碑（左）

交野レトロ写真館

協力：歴史民俗資料展示室ボランティア解説員（℡   810・6667）

交野レトロ写真館
今月のテーマ：星田・平井家と徳川家康

　

星
田
の
平
井
家
と
聞
い
て
、
徳

川
家
康
を
連
想
す
る
人
は
、
多
少

な
り
と
も
郷
土
の
歴
史
に
興
味
が

あ
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。

　

両
者
は
、
一
つ
の
史
実
と
一
つ

の
伝
承
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
歴
史
の
転
換
点
を

彩
っ
た
と
も
言
え
る
、
平
井
家
と

徳
川
家
康
の
関
係
に
つ
い
て
、
レ

ト
ロ
写
真
を
交
え
な
が
ら
ご
紹
介

し
ま
す
。

家
康
が
宿
陣
し
た
史
実

　

大
坂
冬
の
陣
で
は
、
和
睦
に
よ

り
大
坂
城
の
外
堀
を
埋
め
た
家

康
。そ
の
４
か
月
後
の
慶
長
20
年

（
１
６
１
５
年
）
５
月
５
日
、
再
び

大
坂
城
を
攻
め
る
た
め
、
京
都
の

二
条
城
を
出
発
し
、
平
服
の
ま
ま

東
高
野
街
道
を
南
下
し
ま
し
た
。

　

平
井
家
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
宿

陣
と
な
る
こ
と
を
連
絡
さ
れ
て
い

た
た
め
、
か
ね
て
よ
り
一
町
四
方

（
約
３
６
０
０
坪
）
も
あ
る
屋
敷

内
の
、
奥
書
院
を
修
繕
し
て
到
着

を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

家
康
は
、
洞
ヶ
峠
か
ら
河
内
に

入
り
、
午
後
３
時
ご
ろ
星
田
の
里

正
（
村
長
）
平
井
三
郎
右
衛
門
清

貞
宅
に
入
り
宿
陣
と
し
ま
す
。総

大
将
の
宿
に
平
井
家
が
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
の
親
密

な
関
係
が
伺
わ
れ
ま
す
。

新
宮
山
の
旗
掛
松

　

星
田
に
入
っ
た
家
康
は
、大
阪
方

の
夜
襲
を
想
定
し
て
、か
が
り
火
を

た
い
て
警
戒
し
ま
し
た
。ま
た
、
自

ら
の
旗
印
で
あ
る
白
旗
を
、陣
の
南

側
、
標
高
65
㍍
の
新
宮
山
山
頂
に

あ
っ
た
八
幡
宮
社
の
松
の
大
木
に

高
く
掲
げ
、
兵
士
た
ち
を
鼓
舞
し

ま
し
た
。

　

こ
の
松
は
、「
旗
掛
け
松
」と
し
て

有
名
に
な
り
、後
に
記
さ
れ
た「
星

田
名
所
記
」
と
い
う
書
物
で
も
、八

幡
宮
社
殿
の
前
に
旗
が
掲
げ
ら
れ

た
松
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

市道星田南線から東を

望む。左側が新宮山（右

写真、年代不明）。現在、

新宮山は星田公園とし

て整備されている（下写

真）

星
田
の
平
井
家

　

平
井
家
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら

星
田
北
の
庄
の
郷
士
で
、
江
戸
時

代
に
は
市
橋
領
の
庄
屋
を
つ
と
め

て
い
ま
し
た
。

　

先
祖
を
た
ど
る
と
、
三
河
の
国

の
地
頭
職
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
じ
三
河
出
身
の
徳
川
家
と
は
、

古
く
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

家
康
ゆ
か
り
の
家
柄
で
あ
っ
た

た
め
、
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
武

士
の
資
格
を
持
つ
な
ど
、
数
々
の

特
別
待
遇
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
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交野市史　好評販売中

　交野の歴史だけ
でなく、自然につい
ても網羅した交野
市史。
　4編 5冊に分かれた市史には、楽し
い発見がいっぱい詰まっています。

▽  考古編（旧石器時代～古墳時代）＝
2,500 円

▽  自然編（Ⅰ：地質・自然地理関係、Ⅱ：
野鳥・植物）＝ 6,000 円

▽  民俗編＝ 2,500 円

▽  復刻編＝ 2,500 円
販 売場所・問い合わせ　文化財事業団
（℡   893・8111）か、歴史民俗資料
展示室（教育文化会館内　℡   810・
6667　月・火曜日は休室）

　

現
在
、こ
の
場
所
は
星
田
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
、山
と
い
っ
た
雰
囲

気
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

公
園
内
に
は
、明
治
初
年
に
枯
死
し

て
し
ま
っ
た
旗
掛
松
を
記
念
す
る

石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
康
は
、宿
陣
の
翌
日
５
月
６
日

に
は
、戦
況
が
自
軍
に
有
利
に
傾
い

て
い
る
と
判
断
し
、星
田
を
後
に
し

ま
す
。こ
の
戦
い
は
、
ご
存
じ
の
と

お
り
、「
大
坂
夏
の
陣
」
と
呼
ば
れ
、

豊
臣
家
が
滅
亡
し
、時
代
の
変
化
が

決
定
的
と
な
り
ま
す
。

１
９
０
年
後
の
石
碑

　

現
在
、平
井
家
の
北
西
裏
に
は
、

家
康
が
宿
陣
し
た
こ
と
を
記
念
す

る
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
大
坂
夏
の
陣
か
ら

１
９
０
年
が
経
っ
た
文
化
３
年

（
１
８
０
６
年
）
に
、
星
田
の
領
主

市
橋
長
昭
と
平
井
家
当
主
の
平
井

三
郎
右
衛
門
貞
豊
が
、
計
画
し
て

建
立
し
た
も
の
で
す
。

　

碑
文
を
解
読
す
る
と
、
家
康
が

平
井
家
に
宿
陣
し
た
様
子
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
領
主
市
橋
長
勝
は
、
家

康
か
ら
後
方
の
防
備
を
す
る
よ
う

に
と
命
じ
ら
れ
ま
す
が
、
防
備
は

家
臣
に
任
せ
、
自
分
は
家
康
と
と

も
に
戦
場
に
出
た
い
と
申
し
出
て

許
さ
れ
ま
す
。天
王
寺
・
岡
山
合

戦
で
、
徳
川
方
が
真
田
信
繁
（
幸

村
）
に
攻
め
ら
れ
、
大
混
乱
に
陥

る
中
で
も
、
長
勝
の
部
隊
は
静
粛

に
し
て
乱
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
家
康
か
ら
た
い
そ
う

賞
さ
れ
た
と
記
さ
れ
、
家
康
亡
き

後
、
二
代
将
軍
の
秀
忠
か
ら
も
優

遇
さ
れ
、
石
高
の
加
増
が
あ
っ
た

と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
昭
の
代
に
な
っ
て
石

碑
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

や
旗
掛
松
の
こ
と
も
記
さ
れ
、
後

世
の
子
孫
に
先
祖
の
輝
か
し
い
業

績
を
伝
え
た
い
と
す
る
思
い
が
現

れ
て
い
ま
す
。

薮や
ぶ

に
潜
ん
だ
伝
承

　

大
坂
夏
の
陣
を
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
33
年
前
。天
正
10
年（
１
５
８
２

年
）６
月
２
日
、
家
康
は
一
大
商
業

都
市
と
な
っ
て
い
た
堺
の
見
物
を

終
え
、
京
都
へ
向
か
っ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、
道
中
、
京
都
の
本
能

寺
に
い
た
織
田
信
長
を
家
臣
の
明

智
光
秀
が
討
っ
た
と
の
知
ら
せ
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
と
き
手

勢
わ
ず
か
30
数
人
。

　

信
長
方
だ
っ
た
家
康
は
、
身
の

危
険
を
察
知
し
、
自
決
を
覚
悟
し

ま
す
が
、
家
臣
本
田
忠
勝
ら
の
慰

留
で
三
河
へ
の
脱
出
を
決
意
し
ま

す
。

　

こ
の
と
き
旧
知
の
星
田
平
井
家

を
頼
っ
て
、
脱
出
ル
ー
ト
を
検
討

し
た
と
考
え
ら
れ
、そ
の
夜
は
、星

田
妙
見
宮
の
薮
に
待
機
し
て
、
斥

候
を
放
ち
、
脱
出
ル
ー
ト
を
確
認

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。星

田
か
ら
木
津
川
を
渡
る
ま
で
は
、

平
井
家
の
従
者
が
道
案
内
し
た
も

の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
最
大
の
難
関
で
あ
っ

た
伊
賀
上
野
を
柳
生
一
族
や
服
部

半
蔵
ら
の
活
躍
で
乗
り
き
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
脱
出
劇
は
、
い
わ
ゆ
る
敵

前
逃
亡
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
伝
え

る
文
章
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
伝
承

と
し
て
推
察
す
る
こ
と
し
か
で
き

ま
せ
ん
。で
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
楽

し
い
も
の
で
す
。

　

今
で
は
、
妙
見
坂
小
学
校
の
南

側
に
あ
る
竹
や
ぶ
が
伝
承
の
場
所

だ
と
い
う
こ
と
で
、「
伝　

家
康
ひ

そ
み
の
薮
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。

　

２
５
０
年
近
く
続
い
た
江
戸
時

代
の
出
発
点
は
、
星
田
の
平
井
家

に
あ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。そ
う

思
う
と
、
日
本
の
歴
史
を
、
私
た

ち
の
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
き
ま

せ
ん
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

寺
田　

政
信

家康、宿陣の様子を刻んだ石碑

「神祖営祉之碑」

家
康
が
潜
ん
だ
と

伝
え
ら
れ
る
や
ぶ

（
真
ん
中
に
石
碑
）
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12 月の相談室

粗大ごみ予約受付センター（℡891・5
ごみなし

374　午前9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

収集地区 3日（水）10日（水）17日（水）24日（水 )

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・松塚・
梅が枝

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部・私部南・私部
西・青山・向井田・
私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田
西・南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一部を含む）・
幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・
寺南野・私部西・駅前住宅（私部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金
私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・藤が尾・
星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・妙
見坂・妙見
東・私市・
私市山手

幾野・梅が
枝・私部西・
郡津・松塚

天野が原町・
私部・私部
南・寺・寺
南 野・ 森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青山・倉治・
東倉治・神
宮寺・向井
田

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

12 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡ 892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗大ごみ
予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマ
ニュアル」をご参照ください。）

法
律
・
行
政

暮
ら
し

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

人
権

　　　

　　　　

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日 9時 30分～正午と 13時～ 16時、市役所本館 2階（℡
891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月・火・木・金曜日 10時～正午と 13時～ 16時、市役
所本館 2階（℡ 892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡ 892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　毎週水曜日 14時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡ 893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第 3木曜日 13時～ 16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡ 892・0121）

　　　　　法律相談（弁護士、予約制）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人。
　【 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその翌
日）の9時30分から電話で市長公室（℡892・0121）】

土地建物相談（不動産鑑定士）
　9日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　17日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
   13日（土）13時30分～16時、星田市民センター
　19日（金）13時30分～16時、市役所別館
年金なんでも相談（特定・社会保険労務士）
　 16日（火）13時～16時、星田市民センター　
相続・遺言相談（行政書士）
　24日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　平日 10時～ 16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　平日 15時 30分～ 17時 30分、市役所本館 2階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　平日 9時～ 17時 30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
子育て支援相談（保育士・職員）

▽  月～金曜日 9時～ 17 時 30 分、交野市地域子育て支援セン
ター（私部 2－ 29－ 5 青年の家横　℡ 810・8270）

▽  来所＝毎週火・水・木曜日 13 時～ 16 時、電話＝平日 9時
～ 17時、子育て支援センター「いちばんぼしくらぶ」（星田
3－ 10－ 8　星田保育園内　℡ 891・1793）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 （身体）第 1・3水曜日（知的）第 1水曜日、第 3金曜日、いず
れも 13時～ 16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分
知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　毎週火・木曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　障がい福祉課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士、コミュニティソーシャルワーカー）
　 平日 9時～ 17 時 30 分、ゆうゆうセンター内地域包括支援
センター
※問い合わせ　地域包括支援センター（℡ 893・6426）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　12日（金）9時 15分～ 11時 45分、ゆうゆうセンター
　19日（金）13時 30分～ 15時 30分、青年の家
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日 9時～正午と 13時～ 16時 30分、ゆうゆうセン
ター、事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

女性相談（女性相談員）
　 11 日（木）14時～ 16時 30分、ゆうゆうセンター 2階、定
員 3人（予約制）、予約は電話で市長公室人権政策担当（℡ 
892・0121）

人権相談（人権擁護委員）
　18日（木）14時～ 16時 30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　平日 10時～正午と 13時～ 16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）

育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日 13時～ 15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも 13時～ 15時
※問い合わせ　各幼児園

※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日および 12月 29日（月）～ 21年 1月 4日（日）を除きます。
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なんでもくらぶ地球環境を考える会
　12 月 2日（火）・9日（火）・
10日（水）、ゆうゆうセンター。
時間は問い合わせください。山
基流字、枯葉、広告など、イメー
ジレター、ライトアンドシェイ
ド、ケナフ染絵手紙など、作品
作りを楽しむ。定員 30人。月会
費 500 円。指導は山基流の山
本さん。［申・問］山本さん（℡  
090・3925・0742）

正月用生花教室　未生流
　12 月 26 日
（金）午後 1 時
～ 4 時 30 分、
青年の家。山ゆ
り会生徒募集。
講師は鵜飼好
子さん。参加費 1,000 円。盛花
2,500 円。若松 3,000 円。［申・
問］志田さん（℡   894・2523）

大人のためのピアノサークル
　月2回火・木曜日午後（他曜日・
時間は相談で）、青年の家。楽しい

ピアノ仲間を木曜日に若干名募
集します。第2の人生を生き生
き過ごしましょう。楽譜が読めな
くても大丈夫です。入会金1,000
円。月会費3,200円。［申・問］橋
本さん（℡   893・6563）

3B 体操会
　毎週水曜日午前 10 時～ 11
時 30 分、青年の家 302 号室。
ストレッチ体操、ダンス、腹筋運
動など楽しい音楽に合わせて3
つの道具を使って行います。対
象は市内在住在勤の女性。定員
10人。入会金1,000円。月会費
2,500円。［申］直接会場［問］長
谷川さん（℡   892・5436）

太極拳生徒募集！初心者歓迎！
　毎週木曜日［初級者］午後1時
～2時 30分・［中級者］午後 3
時～ 4時 30分、24式、星田出
張所。いつでも見学・無料体験
できます。入会金1,000円。月会
費2,000円。［問］幸友会指導員
の荒木さん（℡   894・3054）

将棋交野支部
　毎月第 1 ～ 4 日曜日午後 2

時～ 6時、藤が尾ふれあい館。
将棋で日曜日の午後を楽しく過
ごしませんか！初級者も歓迎
します。入会金 1,000 円。月会
費 800円。［申・問］西原さん（℡  
898・2583）

社交ダンスすずらん会
　毎週木曜日［初級］午前 9時
30分～・［中級］午前 10時 30
分～正午、交野会館（郡津駅前）。
運動不足・ストレス解消・若
さを保つためにとても良いそう
です。入会金 2,000 円。月会費
4,000 円（会場費込）。［問］古田
さん（℡   090・1588・9062）
か、中さん（℡   090・5468・
6938）

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

  募　　集　●●●

  善　　意　●●●

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行に
預託していただきました。

▽  交野市合唱祭実行委員会から
1万円

▽私部西の川畑油脂から1万円

▽松塚の岡本功さんから3万円

なわとび教室「二重とびに挑戦！」
とき・ところ

第一児童センター 星田西体育施設

① 12月 13日（土）
    午前 9時 30分～ 10時 20分
② 12月 13日（土）
   午前 10時 30分～ 11時 20分
③ 12月 20日（土）
    午前 9時 30分～ 10時 20分
 ④ 12月 20日（土）
    午前 10時 30分～ 11時 20分

① 12月 13日（土）
    午後 1時～ 1時 50分
② 12月 13日（土）
    午後 2時～ 2時 50分
③ 12月 20日（土）
    午後 1時～ 1時 50分
④ 12月 20日（土）
    午後 2時～ 2時 50分

内　容　①②③＝二重とび、④＝二重とび応用
※①②③は同内容です。複数申し込みもできます。
対象・定員　市内在住の小学生（親子参加可）、各クラス先着 15人
参加費　1クラス 100円
持 ち物　使い慣れたなわとび、室内用運動靴、タオル、下靴を入れ
る袋

［申］12 月 2日（火）～ 12日（金）に参加費を添えて直接会場
［問 ］第一児童センター（℡   893・1144）、星田西体育施設（℡  
893・7721）※いずれも月曜日が休館日です。

薬剤師会が携帯用AED
を寄贈

　10月 19日（日）、市は、㈳大
阪府薬剤師会北河内支部から携
帯用AED２台の寄贈を受けま
した。
　これは、同支部の創立 50 周
年を記念して贈られたもので、
大阪市内で催された記念式典で
は、支部長の小川芳男さんから
「安心安全なまちづくりに役立
ててください」と、中田市長に
目録が手渡されました。
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30 分～、ゆうゆうセンター。フ
ラダンスの体験レッスンを行い
ます。初心者対象で簡単な基本
ステップから始めますので年齢
を問わずどなたでもお気軽にご
参加ください。レッスン料 500
円。［問］藤本さん（℡   080・
3807・8961）

ボーイスカウト募集クリスマス
　12月 21日（日）午後 1時～、
倉治公民館 2階。自然の中で活
動を学び体験し健全な心を育て
ます。幼稚園年長以上男女楽し
く参加しよう。参加無料。ケー
キ有ります。［問］日本ボーイス
カウト交野 3団の望月さん（℡  
892・2212）

第13回クリスマスのおくりもの
　12 月 21 日（日）午後 1 時
30 分（開場）、2 時～ 3 時 30
分、ゆうゆうセンター多目的ホ
ール。クリスマスソング、手遊
び、コーラスなど。楽しいひと
時をすごしましょう。参加協力
金 700 円。要予約。［申・問］渡
辺さん（℡   892・1218）

冬休み親子パン教室
　12月 24日（水）午後 1時～・

　　　　　

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

第16回インディアカ協会会長杯
　9月 28 日（日）、いきいきラ
ンドメインアリーナで 23チー
ムが参加して行われました。上
位の成績は次のとおり。敬称略。
①ZERO
②四丁目倶楽部

第45回市長杯ゲートボール大会
　10月 17日（金）、天の川緑地
公園コートで 13チームが参加
して行われました。上位の成績
は次のとおり。敬称略。
①向井田チーム
②梅が枝チーム

　大会結果　●●●

大阪府環境農林水産総合研究所

農業大学校学生募集

受 験資格　府内在住で、高校卒
業または同等の学力がある人
（年齢制限なし）
受験日　12月 17日（水）
募 集期間　12月 1日（月）～ 12
日（金）

［問 ］同校事務室（℡   072・958・
6551）

府立東大阪高等職業技術
専門校見学会・体験入校

と　き

▽  見学会（定員なし）＝12月12
日（金）午後2時～4時

▽  体験入校（定員あり）＝21年
1月16日（金）午後2時～4時
と ころ　東大阪高等職業技術専
門校(東大阪市菱江300)
科 　目　金属加工科、機械科、
電気工事科、機械CAD科
定 　員　各科20人、機械CAD
科のみ30人

［申 ・問］　12 月 1 日（月）か
ら 同 校（ ℡   072・964・
8836）

石仏の道から交野山
　12月 27 日（土）午前 9時に
河内磐船駅集合。小雨決行。神
宮寺－石仏の道－交野山－いき
ものふれあいの里－国見山－津
田。一般向け約 10 ㌔。参加費
200円（保険料）。［問］鶴園さん
（℡   891・6002）

初登り六甲　打越山から荒地山
　21 年 1 月 3
日（土）午前 8時
に阪急梅田駅 3
階改札口前集合。
雨天の場合は 4
日に延期。阪急
岡本駅－打越山－横池－荒地山
－芦屋上道－阪急芦屋川駅。行
程約 10㌔。昼食を含め 5時間。
参加費 300 円。交通費約 600

 ハイキング　●●●

点字カレンダーを進呈
　ボランティアグループ点訳
「虹の会」が点字カレンダー（21
年版）を作りました。希望者に
無料で進呈します。
［申 ・問］ボランティアセンター
（℡   894・3737）

1月 6日（火）午前 9時～、ゆう
ゆうセンター料理室。食育パン
作り。持ち物はエプロン、ふき
ん２枚、めん棒、お盆。講師は食
育インストラクター山田和子さ
ん。親子で 2,800 円。［問］横山
さん（℡   090・3999・5973）

円。［問］岩本さん（℡   892・
0167）

岡山城から後楽園
　21 年 1月 10 日（土）午前 7
時 10 分に河内磐船駅集合。雨
天決行。京橋－大阪－姫路－相
生－岡山－岡山神社－岡山城－
後楽園－岡山駅。一般向け8㌔。
参加費 200 円。交通費 2,300
円（青春 18 きっぷ使用）。［問］
鶴園さん（℡   891・6002）

明るい選挙
啓発ポスター展示会

　
　市内小・中学校のみなさんか
ら応募があった、明るい選挙啓
発のためポスター展示会を開催
します。
と 　き　12月 17 日（水）～ 22
日（月）午前 9時 30分～午後
9時（初日は正午から、最終日
は午後 4 時まで。21 日は午
後 5時まで）
と ころ　いきいきランド交野　
エントランスホール
作品数　101点
［問 ］選挙管理委員会事務局（℡  
892・0121）
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  催　　し　●●●

水彩画「二水会展」
　12 月 2 日（火）～ 7日（日）
午前 9時 30 分～午後 4時 30
分、青年の家 1階ロビー。今回
のテーマは「水」と「平成 21
年の干

え と

支」。そのほか風景や静
物を中心にした約 40 点余を
展示します。［問］服部さん（℡  
892・6324）

ゴスペル to HIP HOP
　12月 6日（土）午後 6時～、
枚方市民会館。黒人音楽のルー
ツをまじえ、ソウルフルで、ハー
トフルな迫力のステージ！みん
なで楽しもう ! ! 対象は小4～。
入会金100円。月会費1,200円
（4歳以上）。［申・問］交野おやこ
劇場（℡  ・℻   893・4960月・水・
金曜日午前10時～午後2時）

サウンド会社交ダンスパーティ
　1 2 月 7 日
（日）・10日（水）・
14日（日）午後 1
時 20 分 ～ 4 時
20 分、ゆうゆう
センター 4 階多
目的ホール。抜群の選曲、活気
があると評判、フルーツも用意、
存分に踊れます。会費 1回 700
円。［問］畑中さん（℡   090・
4648・1775）

晴れ着着付け講習会
　12月 9日（火）武道館第 1・
2専修室、10日（水）幾野南集

会所、午前10時～正午。振り袖
の着付け、変わり結びの講習。持
ち物は着物一式・帯・小物。参
加費無料。主催は和装技術研究
会。［問］根本さん（℡   891・
5073）

環境ケナフ＆絵レター作品展
　12月12日（金）～14日（日）
午前9時～午後5時、青年の家
1階ロビー。12日は午前10時
30分～、14日は午後4時まで。
会員作品展示。「もったいない精
神」でいろいろできあがります。
主催はなんでもくらぶ地球環境
を考える会。［問］山基流の山本
さん（℡   090・3925・0742）

ベビーマッサージ
　12 月 17 日（水）午前 10 時
30 分～ 11 時 45 分、いきいき
ランド交野 2階。2～ 10 か月
の赤ちゃんとお母さん、みんな
で楽しく過ごしませんか。参加
費 1,000 円。［申・問］堀田さん
（℡   090・4285・5089）

包丁・ハサミ研ぎ
　12月 17日（水）・18日（木）
午前 10 時～正午、市役所別館
前。切れなくなったハサミ・包
丁を有料で研ぎます。［問］交野
市消費生活問題研究会の代永さ
ん（℡   892・8568）

憲法とくらしを考える会
　12月 20日（土）午後 2時～
4時、ゆうゆうセンター2階体
験学習室。「組合活動の歴史と憲
法」ワーキングプアが生み出さ

れた背景について、一緒に考え
てみませんか。参加費 500円。
［問］辻さん（℡   894・0499）

第三バザーと半額市
　12 月 20 日
（土）半額市と第
三バザー。12
月 22日（月）～
24日（水）半額
市。午前 10 時
～午後 4 時、作業所クローバ
ー。陶器・雑貨・衣料など全品
が半額です。［問］上野さん（℡  
894・4822）

廃食油回収
　12 月 20 日（土）午前 9 時
30 分～ 10 時 30 分、市内 20
か所（4月号広報参照）。使用済
み油を回収します。水・天かす
が入らないようにして持参して
ください。空き容器は各自持ち
帰り処分してください。時間内
に持参してください。［問］交野
市消費生活問題研究会の代永さ
ん（℡   892・8568）

リコーダー de X'mas
　12月20日（土）午後 2時開
演、青年の家 3階 302号室。ク
リスマスソング、「崖の上のポニ
ョ」、「トトロメドレー」ほか。入場
料300円（飲み物・お菓子付き）。
小学生以下は無料。団員も募集
中です。［問］ヴォーチェ・アンジ
ェラの関本さん（℡   892・1933）

ハーラウ・フラ・オ・プアラニ
　12 月 20 日（土）午後 5 時

　　　　　

人口と火災・救急編集手帳
10 月末の市の人口（前月比）

人　口 79,239 人 （＋ 132）
男 38,654 人 （＋ 119）
女 40,585 人 （＋  13）

世帯数 30,503　 （＋ 202）

10 月の火災と救急
火災 1件 救急 210件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
サイレンを鳴らします。
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　傍（榜）示とは国境（くにざかい）などに札を立てて示すことをいうそう
です。傍示地区は河内（大阪府）と大和（奈良県）の国境にあり、大和側の生
駒市にも同じ名前の集落があります。海抜が高いため冬の寒さは厳しそう
で、軒下には冬に備えて薪の束がうず高く積み上げられていました。

交野の
町並み 傍　　　　示

大和国境の村

絵・文
岸本信夫さん

平
ひ ら た

田  光
ひかる

です

平成16年 8月12日生

「のびのびとたくましく育ってね」

（星田山手）

飯
い い だ

田  美
み こ と

琴です
平成19年11月12日生

「ご飯もお昼寝も大好き！！

たくさん遊んでおおきくなるぞ～！！」

（郡津）


